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特別史跡「大湯環状列石」及びその周辺の解明を目的として継続 して

まいりました大湯環状列石周辺遺跡の発掘調査 も、本年度で 6年 目を迎

えました。

本年度は、万座環状列石の北北西 150m地点と北東 250m地点の 2ケ

所 を調査 しました。その結果、F.区 においては、縄文時代後期の竪穴住

居跡のほか、建物跡、土墳等多数の遺構の検出と、多量の遺物の出土が

ありました。竪穴住居跡は、台地縁辺に沿って確認され、その分布は広

がるものと考えられます。また、列石近傍で検出された建物群、土渡群

の分布も広範囲に及んでおり、環状列石の性格、構造はもとより、これ

らを内包 した縄文時代後期の集落を考える上で貴重な資料と言えます。

本書は、これらの調査結果をまとめたものであります。今後の大湯環

状列石の保存 と活用、学術研究の一助になれば幸いに存 じます。

尚、環状列石周辺は、広範囲にわたり遺構、遺物が埋蔵 されているこ

とが分布調査 によって確認 されておりますことから、指定地拡大のた

めに、昭和52年 8月 から地権者との交渉 をすすめて参 りましたが、昨年

7月 までに漸 く同意を得、10月 に国の文化財保護審議会に諮問していた

だいた結果、今年 3月 8日 、文部省告示第16号 をもって認可されました。

周辺一帯は畑 として利用されておりますが、最近、特に大型機械 によ

る深耕農作業のため、遺跡の破壊が懸念 されております。

今後、この貴重な遺跡 と縄文文化を後世に伝 えていくために、国・県

のご指導、ご援助を仰 ぎながら指定地の公有化に努めて参 りたいと存 じ

ます。

終 りに、この調査に際 しご指導、ご協力をいただいた関係各位に心か

ら感謝申し上げるとともに、今後の調査につ きましてもご協力賜 ります

ようお願い申し上げます。

平成 2年 3月

鹿角市教育委員会

教育長 杉 山 新 吉
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1.本報告書は、平成元年度に国庫補助金を得て実施 した大湯環状列石周辺遺跡第 6次発掘調

査の報告書である。本調査概要については機会あるごとに発表してきたが、本報告書を正式

なものとする。
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6.本報告書に収載した図版のスケールについては各々に示 した。なお、写真図版 は任意の縮

尺 とした。

7.本報告書の文中において、用語の主たるものは統一するように努めたが、数度にわた り使

用 しているものは簡略している場合 もある。

8.図版・表等で下記のような記号やスクリーン・ トーンを使用 した。
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第 I章 遺跡の環境

1.遺跡の位置と立地

大湯環状列石及びその周辺遺跡は、秋田県鹿角市十和田大湯字野中堂、字万座、字一本木後

口に所在する。遺跡ののる台地は、大湯川と豊真木沢川によって作られた南西方向に延びる長

さ5.6km、 幅05～ l km、 標高144～183mの舌状台地で、通称「風張台地」と呼ばれている。遺

跡は、この台地のほぼ中央、一本木、寺坂両集落の中間に位置し、」R花輪線十和田南駅の北

東約 3 kmの 地点である。

本年度の調査区の一つであるE4区 は、万座環状列石の北東250mの地点で、第 4次調査 E区

に1区 に改名)の西50mの距離に位置する。標高182～ 183mで、わずかに西方向に傾斜 してい

る。n区は、万座環状夕1石 の北北西 150mの台地縁辺部で、 同区南西側の沢の中段 には湧水を

有する。標高 179mで、現地表面ではほぼ平坦である。なお両区とも、現在畑地として利用さ

れている。

2.遺跡の層序

従来どおり、基本的にはI～ V層 に分層、各層の細分は第 4次調査Dl区 の細分基準 と同一の

ものとした。

第 I、 I′ 層は大湯浮石層までの堆積層で、 I層 は耕作土である。

第Ⅱ層の大湯浮石層は、E4区 ではほぼ全域で観察されるのに対 し、Fl区では耕作 により攪舌L

され、発掘区縁 (畑境)に おいて残存している程度である。同層は粒子の粗細、色調、浮石の

合有量から3層 (Ⅱ a～ Ic層 )に細分されたが、♭層はにぶい黄褐色を呈するシルト質の火山灰

層、肺層は粒径 1～ 10mnの黄褐色浮石層である。またⅡc層 は黒色土中に浮石粒を混入 している

層である。本層前後において、平安時代の堅穴住居跡が確認されている。

第Ⅲ層は、大湯浮石層下から地山直上の暗褐色土層までの黒色あるいは黒褐色を呈する土層

である。本層は色調、粗密度、混入物の含有量等から4層 (Ⅲa～Ⅲの 1琳田分される。Ⅲa層 は黒

色上でほとんど混入物を含まず、他層に比べて非常に堅くしまつている。Ⅲb層 は黒色土、Ⅲc層

は黒褐色土であるが暗褐色に近い。Ⅲc層 はF・区の北西端にのみ観察されている。■層 には下位

火山灰を混入、若千粘性を有する。

Ⅲ層は縄文時代の遺物包含層で、Ⅲb～皿層 からの出土が多い。概ね、晩期の遺物はⅢa～皿層 、

後期中～後葉は肺～Ⅲc層 、後期初頭～前葉は鵬～■層上位、早～前期の遺物は■層上位出土 し

ている。なお、配石遺構、石囲炉はⅢa～ⅢЫ冒で石頭を現わし、皿層上位でその全容が確認され

ている。また焼土遺構はⅢb～■層上面で、縄文時代の堅穴住居跡、建物跡、柱穴状 ピット、土
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獲は■層上面～Ⅳ層上面で確認 されている。

第IV層 は地山 (下位火山灰)直上の層で、暗褐色を呈する。若干粘性があり、しまりのある

層である。

第 V層 は申ケ野火山灰 と考えられる黄褐色を呈する火山灰層である。本報告書では、本層を

V層以外に下位火山灰、地山と表現 している。 Fl区の現地表面はほとんど平坦であるのに対 し

地山面は起伏に富み、数条の小沢が南西あるいは北西方向に走っている。なお、フラスコ状土

猿、柱穴状 ピット等掘 り込みの深い遺構は、本層下の第Ⅵ層の灰自色火山灰層 (鳥越火山灰層)

をも掘 り込んでいる。

F■区西側 の小沢部分 のⅢd層 下位1～ V層上位及び北部のV層中位からは礫層が確認 されて

いる。前者の礫は 5～ 15cm大 の亜角礫が多 く、後者は10～40cmの 亜円～円礫がほとんどである。

遺構保存の立場か らⅣ層以下の調査は充分に行なわれていないが、礫の形状、大 きさ及び層序

関係から、両者は時代を異にする礫層 と考えられる。なお、前者は第 1次調査 A■区北側及び、

第 3次調査Cl区の礫群 との関連が考えられる。 (秋元 信夫 )
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E`区基本層序

I層 黒 色 土 (10YR2/1)耕作土
Ⅱb層 黄掲色土 (10YR5/8)大湯浮石層
ll a層 黒 色 土 (10YR1 7/1)堅 くしまる

Ⅲb層 黒 色 土 (7 5YR2/1)軟 力,tヽ

[d層 黒 色 土 (10YR2/1)
Ⅳ 層 暗褐色土 (10YR3/3)

地山粒を多量 に含む   ※土 層 柱 J大図 は S:1/Ю
V層 黄褐色土 (10YRツ 8) 柱状図間は S:1/500

地山

第 1図 E4区基本層序
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第 2図  Fl区基本層序
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第 H章 調査の概要

1.調査要項

1.遺 跡 名    大湯環状列石周辺遺跡

2.調査 目的    万座環状列石の北北西150mの台地縁辺部 (F■ 区)及 び北東 250mの

地点 (E4区 )の遺構、遺物の有無を確認 し、史跡整備計画立案の基礎資

料 とする。

3。 調査地、発掘面積  E4区  鹿角市十和田大湯字万座 6      301r

Fl区 鹿角市十和田大湯字万座12     1,347ゴ

4.調査期間

発掘調査     平成元年 6月 5日 ～平成元年11月 2日

整理・報告書作成 平成元年11月 4日 ～平成 2年 3月 31日

5。 調査主体者    鹿角市教育委員会

6.調査担当者    社会教育課  (主任 秋元信夫 )

7.調査参加者

調査指導員   熊谷太郎 (秋田県教育庁文化課 学芸主事 )

調 査 員   鎌田健一 (秋田県立十和田高等学校 教諭 )

成田典彦 (鹿角市立尾去沢中学校 教諭 )

三ケ田俊明 (小坂町立小坂小学校 教諭 )

佐藤 樹 (鹿角市教育委員会社会教育課 )

藤井安正 (鹿角市教育委員会社会教育課 )

調査補助員   馬茨1正弘、成田聖児、上野利夫、刈谷 操、伊藤裕幸

木村昭子、佐藤玲子

作 業 員   阿部 トク、安保 ヨネ、木村イヨ、本村千鶴江、本村 ヒロ

木村ひろみ、苗代沢 ノブ、松宮カチ、宮沢カヨ、宮沢キヨ

宮沢 トミエt柳沢勝江、柳沢栄子、柳沢ヤス

8。 社会教育課

課  長    川又節三

課長補佐    柳沢悦郎

主  任    秋元信夫 (調査担当)

臨時職員    藤井安正 (調  査 )

臨時職員    古川孝政 (庶  務 )

-4-



畿
雲
ｅ
『
国
卿
凶
細
羅
　
国
¨
総

荼
)||

綺 γ
ノノ殊

ご
`´

レ́



9.協力機関・協力者

文化庁記念物課、秋田県教育委員会、秋田県埋蔵文化財センター

エ藤勝栄 (土地所有者 )、 工藤昌康 (土地所有者)、 木村弥右工門、

柳沢直蔵、工藤久吉、木村直弥

2.調査の方法

第 4、 5次調査において、環状列石の周囲には建物跡やフラスコ状土墳が分布することが判

明したが、調査区設定の制約 もあり、縄文時代の竪穴住居跡の検出には至 らなかった。 このた

め、今回の調査の主目的を竪穴住居跡の検出 とし、最 も分布の可能性の高い、万座環状列石の

北北西 150mの 台地縁辺部を一つの調査区 (F■ 区)と した。 また、周辺遺跡北端で確認 されて

いる遺構群の南西方向への広が り及びその分布密度の確認のため、万座環状列石の北東250m

の地点にも調査区 (E4区)を設定 した。

グリッドは第 1次調査以来のN-49°一Wを基準線 とする5m単 位のグリッドとし、 D■ 区か

ら延長した。杭番号はアルファベ ット (北西～南東方向)と 算用数字 (北東～南西方向)で付

し、西隅の杭を以てグリッドを呼称 した。

表土か らの除去作業は全て手掘 りに依る分層発掘 とし、できるだけ上層での遺構確認に努め

た。遺構の番号はE4区 については 4次調査 E・ 区の遺構番号に続けて、F.区 については401番か

ら種類別、発見順に付 した。ただし柱穴状 ピットについては個数が多 くなると予想されたため、

1番から用いた。なお、整理段階で配石遺構、土墳を形態別に細分したため、調査時 と本報告

書の遺構番号には多少の異同がある。

遺構精査は、四分割法を原則 とした。遺構等の実涸1に ついては簡易遣 り方涸1量 を用い、石囲

炉、焼土遺構、遺物の微細図は1/10、 その他は1/20の縮尺で図化 した。

写真撮影には 2台 のカメラを使用し、調査各段階の状況を自黒、 リバーサルフィルムに収め

た。

3.調査の経過

大湯環状列石周辺遺跡の第 6次調査は平成元年 6月 5日 から開始 し、1,648n12の 調査を終了 し

たのは11月 2日 であった。以下、調査日誌に基づき、調査経過の概要を述べる。

6月 5日 、作業員への作業説明の後、E4区 のグリッド設定及び粗掘 を行 なう。E4区の調査は

遺構、 遺物 の分布密度 を確認するため、中央部のYG、 YF-1グ リッドから開始 した。 両

グリッドからの遣物の出土が少なかったため、E4区 の調査 は、地形を考慮 した 2条の変則 トレ

ンチ法で行なうこととした。 6月 23日 には、 2条 1lヵ 所の トレンチの調査を全て終了した。な
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お、L区 からの遺構、遺物の検出は少なく、わずかに 1基のTピ ットが検出され、50数点の縄

文時代後期の遺物が出土したにすぎなかった。

F・ 区の調査は6月 22日 から開始、土置場の確保のため東部から着手し、北部、西部、中央部

の順で進めた。7月 末には、東部から北部にかけての調査を終了、縄文時代後期の建物跡 2棟、

石囲炉、立石遺構、集石遺構、配石遺構各 1基、焼土遺構 4基、土墳 9基が検出されている。

8月 末には西部から中央部への粗掘に移行、平安時代の竪穴住居跡 2軒、石囲炉 1基他が、 9

月末には北端部から縄文時代後期の竪穴住居跡 1軒が検出された。

10月 12日 には、南部の■層以外の調査 を終了、 14日 に現地説明会 を開催、180名 の参加者が

あった。なお、この時点で検出された遺構数は縄文時代の竪穴住居跡 1軒、石囲炉 3基、立石

遺構 1基、配石遺構 1基、集石遺構 3基、焼土遺構16基、Tピ ット1基、フラスコ状土墳 1基、

土墳21基、平安時代の竪穴住居跡 3軒であつた。

同月16日 からは、南部のⅢ層の調査 と東部拡張部分の調査が行なわれ、新たに糸電文時代の

竪穴住居跡 5軒、建物跡 2棟、平安時代の竪穴住居跡 1軒他多数の遺構が検出された。31日 か

らは基本層序図の作成 とともに、南部の建物跡及び柱穴状ピット群の追調査を行なった。

11月 2日、 F■ 区の全景、近景写真を撮影 し、 5ヵ 月に及ぶ調査を全て終了した。

(秋元 信夫 )
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第Ⅲ章 E4区の検出遺構 と出土遺物

E4区 から検出された遺構は、Tピ ット1基のみである。また、遺構タトより出土 した遺物は、

縄文土器破片約50点、石鏃、掻器、球状石製品各 1点である。

1.丁 ピット (第 5図 )

第302号 Tピ ット

YF、 YG-1グ リッドに位置 し、■層上面で地山粒を若千混入する黒褐色土の落ち込みが

確認された。平画形は長軸2.50m以上、短軸0.94mの長楕円形を呈し、長軸方向はE-84生 E

である。なお、遺構東側は未発掘である。堆積土は14ブ ロックに区分でき、人為堆積と考えら

⑦

“

YG+

れる。横断面はY字状、縦断面は幾分入 り込むフ

ラスコ状 を呈 し、壁高は 125.8 cmを 測 る。底面は

Ⅵ層から成 り、ほぼ平坦である。遺物は出土 しな

かったが、確認面より構築時期は縄文時代 と考え

られる。

2.遺構外出土遺物

(1)土器 (第 6図 )

YB-0、 YB-1、 YF-1、 Y」 -1、 Y

K-1グ リッドより約50点 の土器片が出土 した

が、細片及び小片が多い。YF-1、 Y」 -1グ

リッドか らの出土がほとん どで あ り、同一個体

と考えられるものが多かった。文様 は磨消縄文に

よる曲線文、沈線による曲線文等が施文 されてお

り、地文 はLR縄文が多用されている。時期は縄

文後期前葉 と考えられる。

嫁)石器 (第 7図 )

石鏃、掻器各 1点が出土 した。 1は Y」 -1グ

リッドより出土 した平基有茎鏃で、完形品である。

大きさは長 さ3.3cm、 幅 1.2cm、 重さ1.Ogを計 る。

2は YB-0グ リッドから出上した掻器で、両側

縁に刃部 をもつ。調整は片面のみである。大きさ

は長さ8.4cm、 幅4.2cmを 計 る。石材は 1、 2と も

硬質頁岩である。

1 3

0         10m

第 4図 遺構配置図 lE4区 )

昭
和
４９
年
試
掘
地
点

□S¶目
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(31 石製品 (第 8図 )

Y」 -1グ リッドより、球状石製品 1点が出土した。研磨により球状に整形されているが、

部分的に平坦面が残っている。大きさは径4.4cm、 現存高3.9cmを 計る。石材は泥質凝灰岩であ

る。 (佐藤  樹 )

√

２
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――

――

‐―

＝

＝

月

――

＝ 蟷 |

A H 1792m B

第 6図 遺構外出土土器拓影図

0                    10cm

第 8図 遺構外出土

石製品実測図

0      1m

―

l層 黒褐色土(10Y彫 り
25黒福色土(10Y彫う
3層 黒褐色土(10Y彫り
却層にぶい黄褐色土(10Y彫

`),冒 黒褐色土(10Yυう
6層 黄褐色土(10Yお り
7層 黒色土(10YV0
3冒 にぶい黄褐色土(10Y尉り
9層 黒色土ooY譴 7/⊃

剛詈黄掲色土(loYυ0
11層 黒色土(10YR1 7A)

第 5図 Tピ ット実測図

0         5 cm

一
第 7図 遺構外出土石器実測図

0

※1は 1/2 「▲
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第Ⅳ章 Fl区の検出遺構 と出土遺物 (縄文時代)

縄文時代の遺構 としては、竪穴住居跡 6軒、石囲炉 3基、建物跡 4棟、柱穴状ピット76個、

立石遺構 1基、集石遺構 3基、配石遺構 4基、焼土遺構23基、Tピ ット1基、フラスコ状土墳

4基、土損42基 が検出された。また、遺構内・外より復元可能土器 87個体、縄文土器片 ダンボ

ール箱49箱、石器 712点、土製品 373点 、石製品 117点 の出土があった。

1.竪穴住居跡

第403号 竪穴住居跡 (第 10図、11図、18図、19図、21図 )

く遺構の位置 と確認〉 Fl区西端のX-104グ リッドに位置する。Ⅳ層上面でプランを確認 し

たが、基本層序を含むセクション図から、その構築面は Ⅲd層上面であることが判明 している。

本住居跡北西側半分は桐林のため調査で きなかった。

〈平面形・規模〉 (3_0)× (28)mの 楕円形を呈 し、床面積は (512)耐程度 と考えられる。

〈堆積土〉 4層 に区分でき、人為堆積 と考えられる。

〈床面・壁〉 V層 (地山)を若干掘 り込み、床面 としている。小さい凹凸があり、しまりは

弱い。壁はⅢd～ V層 から成 り、緩やかな立ち上が りを呈する。壁高は北東壁で20cm、 南西壁で

23cmを測る。

〈柱穴〉 住居内より4個のピットが検出されたが、その規模、配置か らピット1以外、主柱

穴 とは考 えられない。本住居の周囲に分布するピットが主柱穴 となる可台旨性がある。

第403号竪穴住居跡ピットー覧表 (単位 :Cm)

Pit No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

規 模 32X30 14X12 16X14 13× 12 28× 27 19〉く18 22〉(20 22)く 20 21X20 24× 17 33X23

深  さ 148 152 11.0 14 1 12.4 121 10.4 132 125

〈炉〉 中央よりやや東寄 りに位置する。10～48cm大 の細長い石を、50× 45cmの 方形に配 した

石囲炉である。炉底部より薄い焼土層が確認 されている。

〈付属施設〉 本住居東壁に接 して29、 33cm大 の細長い石が、30cm間 隔で平行 に配置されてい

た。すぐ西側の29cm大 の石 もこの施設に関連する石で、本来「コ」字状に配置されていたもの

と考えられる。同施設内の覆土下位に炭化粒 を微量混入 しているが、焼土は確認されていない。

出入口あるいは祭壇的施設 と考えられる。

〈出土遺物〉 (第 18図 1、 19図 1、 2、 21図 1)

本住居跡の出土遺物は少な く、西壁際床直より1個 の完形土器、Pit lよ り1点の土器片、覆

土中より土器片、掻器各 1点を出土 したのみである。
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第10図  第403号 竪穴住居跡実測図
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-第11図  第403号竪穴住居炉跡、付属施設実測図

第18図 1は西壁際床直に横転 していた小形深鉢形土器で、回径3 7cm、 底径3 1cm、 器高8 0cm

を計る。無文の土器で、焼成は良好、色調は黒褐色を呈する。

遺構構築面及び出土遺物より、本住居の時期は糸電文時代後期前葉 と考えられる。

第405号 竪穴住居跡 (第 12図、13図、18図、19図、21図、24図、72図 )

〈遺構の位置と確認〉 Fl区南部の S、 R-101、 102グ リッドに位置する。 Ⅲ」雷上面での確
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認である。第 404号堅穴住居跡、 401号建物跡、 446、 447、 448号土獲 と重複 じ、本住居は

446、  447、 448号土渡より新 しく、 404号住居跡 より古い。また、 401号建物跡 より新 しい

と考えられる。

〈平面形・規模〉 27× 27mの 円形を呈 し、床面積は (5.5)ぽを涸1る 。

〈堆積土〉 3層 に区分でき、人為堆積 と考えられる。

〈床面 。壁〉 南西壁側がⅣ層を若干掘 り込み床面 としているが、 他はⅢd層下位を床面 とし

ている。炉周辺はやや しまりがあるが、他は弱い。壁 は llld～ Ⅳ あるいは Ⅲd層 か ら成 り、緩

やかな立ち上が りを呈する。壁高は東壁 8.Oclm、 西壁7 8cm、 北壁6.7cmを 演1る 。

〈柱穴〉 大小11個のピットが検出されたが、 このうちピット1、 2、 5、 6、 11が主柱穴 と

考えられる。東壁際の立石の周囲にも掘 り込みが確認 されてお り、このピットを含めた 6本柱

の柱配置 となるものと考えられる。

第405号竪穴住居跡 ビッ トー覧表 (単位 :Cm)

Pit No 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

規  模 35)〈 33 40X39 20× 20 32〉〈28 28)〈 28 36〉く28 32〉く24 25〉〈22 23X19 25× 22 34× 33

深   さ 31 9 24 3 28 5 25 3 27 2 23 3 21.7 25 5 28 3

∩
|

1層 墨掲色土(5YR2/2)焼 土粒若干、炭化粒微量混入
2層 暗赤褐色土 (5YR3/2)焼 土粒少量混入
3層 赤褐色焼土 (5YR4/8)し まり強
4詈 にぶい赤褐色焼土 (5YR 4/4)し まり強

1層 黒色土 (lmR2/1)炭化粒微量混入

娼重鱈魯圭[腑多嚇癬 訴漁入
0                   2m

第12図 第405号堅穴住居跡実測図

-第13図 第405号堅穴住居
炉跡実測図

1 ● 9蕩
5       立石

―――H:1788m

-13-



〈炉〉 中央 より若干南寄 りに位置する。 7～ 21cm大 の石を55× 60cmの 円形に配 した石囲炉で

かなり使用された らしく、炉底面より最大厚13cmの焼土が確認されている。

〈付属施設〉 南東壁際に 4個の石が壁 に直交するように配置されている。両側の石は24、 34

cm大 の石で、横立て状 に立てられ、内倶1の 扁平な石はその中に置かれている。403号 と同様の機

能を有する施設 と考えられる。

〈出土遺物〉 (第 18図 2、 3、 19図 3～ 14、 21図 2～ 4、 24図 1、 2、 72図 8)

炉内より土器片 6点、ピット10よ り土器片 1点、床直より復元可能土器 1個体、土器片 2点、

凹石 1点、覆土中より復元可能土器 1個体、土器片 9点、掻器 3点、板状土製品 2点 の出土が

あった。

第18図 2は床直上出土の土器で、口径 (14_0)cmの 浅鉢形土器である。折 り返 し口縁下に文

様帯 をもち、横位沈線により区画 された上、下に同様の曲線文が沈線により施文されている。

焼成は良好で、色調は浅責橙色を呈する。

第18図 3は覆土出土の土器で、底径9 6cmの 壺形土器 と考えられる。胴部に広 く、沈線による

曲線文が施文 されている。焼成は良好で、色調 はにぶい褐色を呈する。

早期の土器 も出上 しているが、遺構構築面及び新旧関係より、本住居の時期 は縄文時代後期前

葉 と考えられる。

第406号 竪穴住居跡 (第 14図、20図、21図、22図、23図、24図、72図 )

〈遺構の位置 と確認〉 Fュ 区南部のT、 S-100、 101グ リッドに位置する。 Ⅲd層 上面での確

認である。第407号竪穴住居跡、401号建物跡、435号土獲 と重複 し、本住居はいづれよりも新 し

い 。

〈平面形 。規模〉 西壁際は未発掘であるが、 (52)× 48mの 不整円形で、床面積は (1806)

ぽ程度 と考 えられる。

〈堆積土〉 3層 に区分でき、人為堆積 と考えられる。

〈床面 。壁〉 V層 (地山)を掘 り込み、床面 としている。薄いレンズ状を呈 し、 しまりが弱

い。壁はⅢd～ V層 から成 り、立ち上が りはやや緩 らかである。壁高は東壁28cm、 南壁 30cm、 北

壁22cmを 涸1る 。 2層下で焼土が面的に確認 され、本住居の床面 とも考えられたが、住居のプラ

ンが不明瞭であること、柱穴が確認できないこと等から考えを改めた。

〈柱穴〉 第407号竪穴住居跡 とほとんどの部分が重複するため、ピットの区分は困難である。

両住居で、計39個 のピットが検出されたが、このうちピット1～ 11は本住居に伴うものであ り、

ピット1～ 4を 主柱穴 とする 4本柱の柱配置 と考えられる。

-14-
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1層 黒褐色土(10Ⅵマ/2)

2層 黄褐色土(10YR5/6)シ ラス多量混入

3層 暗赤褐色焼土(6YR3/3)し まり有
4層 明赤褐色焼土(5YR5/8)し まり有り
」詈 暗赤掲色焼土(5YR3/2)
6層 黒褐色土(7 5YR3/2)シ ラス多量、焼土粒者千混入

7層 黒掲色土(7 5YR2/2)地 山粒少量、炭化粒若千混入

S1407
割詈 黒褐色土(10YR2/2)地 山粒若千混入
9層 黄褐色土(10rR5/6)シ ラス多量混入

10層 黒褐色土(7 5YR2/2)地 山粒多量混入

o               2m

第14図  第406、 407号堅穴住居跡実測図
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第406、 407号 竪穴住居跡 ビッ トー覧表 (単位 :cm)

Pit No 2 3 4 5 6 7 8 9 10

規 模 30× 28 33X31 31× 29 23× 21 22× 21 23× 23 43X36 29× 26 24× 21 26× 24 24X24 34X32 57× 50

深 さ 309 34 7 363 157 152 170 142 220 52 5

Pit No 11 15 16 17 19

規 模 42× 40 48× 42 44× 40 40× 32 32× 26 38X32 30× 25 30× 30 30× 28 34× 33 28X26 33× 31 32× 30

深 さ 526 164 235 372 144 252

Pit NQ 27 31

規 模 22× 22 28× 28 23× 22 24× 22 33× 30 29× 28 20X19 24× 22 25X25 35X30 32X31 34X31 23× 22

深 さ 110 225 158 136

〈炉〉 確認されなかった。

く出土遺物〉 (第20図 1～ 23、 21図 5～ 22、 22図 1～ 9、 23図 1、 2、 4、 5、 24図 3、 4、 72図 39)

本住居覆土中か らの出土遺物は多 く、土器片24点、石匙、磨製石斧、石錘各 1点、石箆、敲

石、磨石各 2点、凹石 4点、掻器14点、土製装飾品、鐸形土製品、石冠、軽石製石製品各 1点、

板状土製品 2点 の出土があった。

早期の土器 も出土 しているが、遺構構築面及び新旧関係 より、本住居の時期は縄文時代後期

前葉 と考 えられる。

第407号 竪穴住居跡 (第14図、 18図、20図、21図、22図、23図、24図、72図 )

〈遺構の位置 と確認〉 Fl区南部のT、 S-100、 101グ リッドに位置する。第406号竪穴住居跡

同様、Ⅲd層上面での確認である。 406号竪穴住居跡、 401号建物跡、 435号土墳 と重複 し、401

号建物跡、435号土墳より新 しく、406号住居跡 より古い。

く平百形・規模〉 本住居のほとんどを406号住居構築によ り消失 しているが、柱配置か ら

■ 71× (17)mの 円形で、床面積は (19.57)m2程度 と考えられる。

(壇積土〉 残存部分は 3層に区分できる。人為堆積 と考えられる。

1亡穴, ビット12～ 15を 主柱穴 とする 4本柱の柱配置 と考えられる。

(「) 確認できなかった。

〈付属施設〉 南壁際から、壁に直交する 2列の柱穴群 (ピ ット16～ 19、 ピット20～ 24)が確

認された。主柱穴の軸線 とほぼ同一であること、壁外に若干張 り出すこと等から出入口と考え

られる。なお、柱穴群間は約50cmを測る。

〈出土遺物〉 (第 18図 4、 20図24～ 31、 21図 23～ 29、 22図 10～ 14、 23図 3、 24図 5～ 7、 72図 40)

本住居 Pit 14か ら板状土製品 1点、覆土中か ら復元可能土器 1個体、土器片14点、石鏃、凹

石、石皿各 1点、掻器 6点、磨石 4点、球状石製品 1点、板状土製品 2点の出土があった。
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第18図 4は南東壁際覆土出上の鉢形土器で、日径13.7cm、 底径5 8cm、 器高12.5cmを 計る。器

面全体に L縄文 が施文 されている。焼成は良好で、色調はにぶい赤褐色を呈する。

早期の土器 も出土しているが、遺構構築面及び新旧関係より、本住居の時期は縄文時代後期

目u葉 と考 えられる。

第408号竪穴住居跡 (第15図、16図、19図 )

〈遺構の位置 と確認〉 F■ 区南部の S、 R-100、  101グ リッドに位置する。 Ⅲ」層上面で、北

東E_Tが確認 された。第410号竪穴住居跡、401号建物跡、柱穴状 ピット25、 28、 443号土疲と重複

し、本住居は410号住居跡、401号建物跡、柱穴状 ピット25、 28よ り新 しい。また、443号土墳よ

り古いと考えられる。

〈平面形 。規模〉 3.3× 3.lmの 円形で、床面積は (821)響程度 と考えられる。

〈堆積土〉 2層 に区分され、人為堆積 と考えられる。

〈床面 。壁〉 Ⅲ」言を若干掘 り込み、 床、壁 としている。 床はほぼ平坦で、 炉周囲から南壁

際の付属施設にかけて若干 しまりがあるが、他は弱い。壁は緩かに立ち上が り、壁高は北東壁

で1lcmを 測る。

〈柱穴〉 本住居内より8個 のピットが検出されたが、 このうち、ピット1、 3、 4、 5あ る

いは 8を 主柱穴 とする 4本柱の柱配置 となるもの と考えられる。

第408号 竪穴住居跡 ピットー覧表 (単位 :Cm)

Pit No 1 2 3 4 5 6 7 8

規 模 29X27 21× 20 29× 25 29× 28 32〉〈23 27〉〈24 38X27 28× 28

深  さ 31 9 14.2 22 8 19 2 13.6 13 0 18_2 18 2

〈炉〉 住居 ほぼ中央 に位置す る。西倶1の 炉石は残存していないが、 7～ 14cm大 の石を40×

40cmの 円形に配 した石囲炉 と考えられる。炉内に最大層厚3.5cmの 焼土層が確認 されている。

〈付属施設〉 南東壁際から 8～28cm大 の石 8個が検出された。 このうち 3個の石は、いずれ

も扁平な石で、壁 に直交 してlt~す るように並べて置かれている。403、 405号住居跡の付属施設

と同様の機能を有するもの と考えられる。

〈出土遺物〉 (第 19図15～ 17)

本住居からの出土遺物 は少なく、覆土中より4点の上器片が出土したのみであつた。

これらの出土遺物、遺構構築面及び新 1日 関係から、本住居の時期は縄文時代後期前葉 と考え

られる。

第410号竪穴住居跡 (第17図、18図、19図、21図、24図 )

〈遺構の位置 と確認〉 F■ 区南部の S-100グ リッドに位置する。Ⅲ」冒上位での確認である。

第408号竪穴住居跡、柱穴状 ピット21、 24、 449号土獲 と重複 し、本住居は408号住居跡、449号

- 17-
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Sl 囀3 1   S1 405… 2.3.   S1 407-4   S1 410¨ 5   SB 401・ Pit 4¨ 6
10cm

第18図 竪穴住居跡、建物跡出土土器実演1図
(N。 5は縮尺 1/4)

土墳より古い。なお、柱穴状 ピット21、 24と の新旧関係は確認できなかった。

〈平面形・規模〉 27× 23mの 楕円形を呈 し、床面積は4.40耐を測る。

〈堆積土〉 黒色上の単一層で、人為堆積 と考えられる。

〈床面・壁〉 Ⅲ」目を若干掘 り込み、 床、壁 としている。 床面はほぼ平坦であるが、 しまり

は弱い。壁 は緩やかに立ち上が り、壁高は東壁 8 cm、 西壁 9 cm、 北壁locmを 測 る。

〈柱穴〉 本住居に伴 うピットとして 8個が確認 されたが、柱配置は明確にできなかった。深

さに問題 は残るが、ピット1、 3、 5、 7あ るいはピット6、 2、 4、 5の 4本柱 と考えられる。
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ピッ トー覧表 (単位 :Cm)

Pit No 1 2 3 4 5 6 7

規 模 34X33 27X26 22〉(20 22× 21 24× 19 21)く 20 22X20 20)〈 18

深  さ 30 7 21.9 27 0

〈炉〉 住居中央から若干北寄 りに位置する。南西倶1の石が残存 していないが、12～26cmの 石

を70× 70cmの 円形に配 した石囲炉 と考えられる。かな り使用されたらしく、炉内の焼土層は最

大厚1lcmを測る。

〈付属施設〉 住居中央から若干南東寄 りの床面で、埋設土器が確認 された。口径28.5cmの 無

文の深鉢形土器で、焼成は良好、色調は橙色を呈する。同土器を埋設するピットは38× 36cmの

円形で、深 さは28cmを測る。

炉から北西壁にかけ、10cm規模の石が 1列 に並んで確認 されたが、403、 405、 408号住居跡で

12

趾 I

陶‐―‐―＝＝‐―‐‐―‐、
　
咽
　
　
勘

２０
　
第
　
　
住

■
「
）
ヱ

襲

昇

―‥‐
‥

〓・マ
』

　

　

　

　

　

穴

”

”

川
＝
＝
＝
孵

第410号 竪

-20-



15                   16

ぎ撃驚壼妻躍聾雙塾、 /つ
~‐     ‐`(`y`壺

=, 19 1悧

第20図  第 406、 407号竪穴住居跡出土土器拓影図
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第 22図 竪穴住居跡 出土石器実測図(2)
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第23図 堅穴住居跡出土土製品(lx石製品実測図
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第24図 堅穴住居跡出土土製品実測図(2)

確認された付属施設と同一のものか、炉石の移動したものかは確認できなかった。

く出土遺物〉 (第 18図 5、 19図18～ 21、 21図 30、 31、 24図 8)

本住居からは、上記埋設土器の他、土器片 5点、掻器 2点、板状土製品 1点の出土があった。

これらの出土遺物及び遺構の重複関係より、本住居の時期は後期前葉 と考えられる。
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0             1m

第25図 第401号石囲炉実測図

1層 黒色土 (7 5YR2/1)焼 土プロック、粒多量混入

2層 明褐色焼土 (7籠R5/8)炭化粒少量混入

3層 明褐色焼土 (7 5YR3/0
4層 黒褐色土 (5YR2/1)焼 土粒少量混入

0             1m
に

第26図 第402号石囲炉実測図
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BA H:178_詭

2.石国炉

第401号石囲炉 (第 25図 )

Fl区 北部のV-108グ リッドに位置す る。 Ⅲb層 中位で石頭 を現わし、 Ⅲ」冒上面で全容が

確認 された。表上が浅 く、耕作による破壊 を受けているが、残存する炉石、焼土範囲から、70×

60cmの楕円形 に石 を配 した石囲炉 と考えられる。長軸方向の炉石は大 きく、35～42cmを浪1る 。

炉内中央部分が良 く焼けており、45× 17cm範 囲で最大厚 8⑩ の焼土が確認 された。

周囲の出土遺物及び遺構構築面か ら、本遺構の時期 は縄文時代後期 と考えられる。

第402号石囲炉 (第 26図 )

Fl区西部 のX-105グ リッドに位置する。 Ⅲb層 下位で石頭 を現わし、 Ⅲ」冒上面で全容が

確認 された。耕作 により半壊 しているが、 9～ 19cm大 の石を60× 55cmの楕円形に配 した石囲炉

と考えられる。炉内50× 48cmの 範囲で、最大層厚 9 cmの焼土が確認 されている。

周囲の出土遺物及び遺構構築面から、本遺構の時期は縄文時代後期 と考えられる。

第403号石囲炉 (第 27図 )

F・ 区中央部のU-104グ リッドに位置する。 llb層 下位で石頭 を表わし、 Ⅲ」書上面で全容

-25-
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第27図 第403号石囲炉実測図

第403号石囲炉埋設土器

が確認された。半壊 しているが、 9～ 20cm大 の石を80～60cmの楕円形に配 し、その中に土器を

埋設 した土器埋設石囲炉 と考えられる。土器は底部を欠いた深鉢形土器で、正立に埋設 されて

いる。器面全体にR縄文を施文、焼成はやや良好で、色調は橙色を呈する。埋設土器部分か ら

炉南側にかけ良 く焼けてお り、焼土最大厚は13cmを測 る。

埋設土器及び遺構構築面か ら、本遺構の時期 は縄文時代後期前葉 と考えられる。

3.建物跡 と柱穴状ピット

F・ 区か らは96個の柱穴状 ピットが検出された。 これらのピットはⅢ」冒上面において確認さ

れている。いずれ も円形あるいは楕円形の平面プランで、大型の ものは径50～ 114cm、 深 さ

73～ 129cm、 小型のもので径18～ 46cm、 深さ14～60cmを 演1る 。大型のビットからは柱痕が確認 さ

れており、その規則的な配列から、 これらのピットの大部分 は掘立柱建物跡の柱穴 と考えられ

る。F.区では 8棟以上の建物跡の存在が予想されるが、ここでは柱配列を明確にし得た 4棟の

建物跡について記述する。

第401号 建物跡 (第 18図 6、 29図、34図 1～ 10(35図 1、 3、 4、 8、 10、 11)

Fl区南部の S、 R-101、 102グ リッド、 Ⅲd層 上面において確認 された。 第405、 406、 407、

-26-
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第28図  南部建物跡柱穴状 ピッ ト配置図

408号堅穴住居跡、 435、 452号土墳、柱穴状 ピット26～ 30と 重複 じ、本遺構は新旧不明の柱

穴状 ピット26、 27、 29、 30以外、全ての遺構 より古い。

ピット1～ 6の 6本柱の建物跡で、長辺39m、 短辺30m、 張 り出し部軸長4.3mを 測 り、N

-35°一 Eの長軸方位 をもつ。柱穴はいずれ も大規模で、掘 り方径76～ 114cm、 深さ105～ 130cmを

測る。またピット2以外の 5個の柱穴から、径33～40cmの 柱痕が確認されている。

本建物跡柱穴からの出土遺物は比較的多 く、ピット1よ り円盤状石製品 1点、ピット2よ り

掻器 2点、石錘 1点、 ピット3よ り土器片 5点、石鏃 1点、 ピット4よ り底径12.2cmの 深鉢底

部 と土器片 4点、 ピット6か ら土器片 1点、石製品 1点の出上があった。

これらの出土遺物から、本建物跡の時期は縄文時代後期前葉 と考えられる。

第402号建物跡 (第30図、34図 11～ 26、 35図 2、 5～ 7)

R区南部の S、 R-102、 103グ リッド、Ⅲd言 上面で確認 された。第 434号土墳 と重複するが

新旧は確認できなかった。

ピット7～ 12の 6本柱の建物跡で、長辺3.4m、 短辺3_3m、 張 り出し部軸長43mを 瀬lり 、N

-44°一 Eの長軸方位 をもつ。柱穴は比較的規模が大 きく、掘 り方径50～64cm、 深さ81～ 100cmを

測る。柱痕はピット8以外の柱穴で確認 され、その径は28～ 32cmを測る。

R+

15ξ

B皇

12 xモ
364
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1層 黒褐色土 (10YR2/21
2層 黒褐色土 (10YR3/1)

地山粒多量混入
3層 暗褐色土 (10YR3/3)

地山粒多量混入、しまり有り
4層 黒lt」色土 (10YR2/2)

H:1787m

l層 黒褐色土(10YR2/2)
2層 灰黄褐色土 (lllYR4/2)

シラス多量混入
3層 黒褐色土(10YR3/2)
J冒 暗褐色土 (10YR3/3)

地山粒多量混入
5冒 暗掲色土●oYR4/〕

地山粒多量混入
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一

1787m

S1406

1層 黒色土(10YR2/11
2層 黒褐色土 (10YR3/1)

地山粒混入、 しまり強
3層 黒褐色土(10YR2/2)
4層 黒色土 l10YR2/1)
5層 黒褐色土(10YR3/2)

地山粒多量混入

Ｈ
一 H:1787m

1層 黒褐色土 (lllYR2/2)

2層 黒褐色土(10YR2/3)
3層 黒lf」色土(10YR2/2)し まり有り

4層 黒褐色土はOYR3/2)

地山粒多量混入、しまり有り

5層 黒褐色土(10YR2/3)
地山粒多量混入

L
―― H:1787m

1層 黒色土(10YR2/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (7 5YR3/2)
4層 黒褐色土(7 5YR2/2)

地山プロノク、粒多量混入
5層 暗褐色土(10YR3/3)

地山プロッタ、粒多量混入
6層 暗鶴色土

`10YR3/4,地niプ ロ′夕、餃,■混入

」

一 H Ｋ
一

1層 黒色土(10YR2/1)
2層 黒掲色土(10YR2/2)
3層 黒色土(10YR2/1)

地山粒多量混入、 しまり有り
る冒 黄褐色土(10YR5/8)

地山火山灰に黒褐色土少量混入

第29図 第401号建物跡実測図

S1406
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BH■ 783m

1層  黒色土(10YR/)

2層 黒褐色土
`10YR%〉

地山粒多量混入

3層 黒褐色土(10YR%)地 山粒多量混入

4層  黒色■(10YR/)

F H:1783m

」
一―‐H:1783m

D_H:1783m

1層  黒色土
`10YR1 7/1)

2層 黒色土(10YR/)

3層  黒褐色土(10YR%)地山粒多量混入

4層  黒渇色土 (10YRχ )し まり弱

G

K

第402号建物跡実測図
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L
一 H:1783m

1層  黒色土(10YR/)
2層  黒褐色■ (10YR%)地 山プロ ック、粒多量混入

3層  黒褐色土 (10YR%)地 山粒多量混入

l

層

層

層

黒色± 710YR1 7″

'

黒褐色土(10YR%)地 山粒混人、しまり弱

暗掲色■ (10YR%)

1層  黒色土(10YR/)

2層 黒色土(10YR%)地 山粒若千混入

3層 黒褐色土 l10YR%)地 山粒多量混入

4層  黒褐色土(10YR/)地山プロック 粒多量混入

5層 黒褐色土 (10YR%)

1                        2:m

晨電 鯵 ′ ック多邸 人、堅 くしまり大 %

魏
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第31図 中央部、東部建物跡桂穴状ビット配置図

本建物跡柱穴からの遺物 もやや多く、ピット7よ り上器片 6点、ピット8よ り土器片4点 、掻

器 2点、 ピット10よ り上器片 4点、凹石 1点、ピット11よ り土器片 2点、掻器 1点、ピット12

から土器片 4点の出土があった。

これらの出土遺物から、本建物跡の時期は縄文時代後期前葉 と考えられる。

第403号建物跡 (第32図、34図 27、 28)

Fl区西部のT-109グ リッドに位置し、Id層上面で確認された。

ピット13～ 16の 4本柱の建物跡で、長・短辺 とも1.7mを 測 リミ長軸方向はN-2°一Eの長

軸方位をもつ。柱穴の規模 も小さく、掘 り方径22～ 30cm、 深さ31～36cmを 測る。
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1層 黒掲色土(10YR2/の 地山粒微量混入

1層 黒色土 llllYR2/1)地 山粒少量混入、堅くしまり有り

2層 黒褐色土(10YR3/1)地 山粒少量混入

1786m

l層 黒色土(10YR2/2)シ ラス少量混入

2層  |こ ぶい黄褐色土(10YR4/3)地 山粒少量混入

3層 黒褐色土はOYR2/2)地山粒若千混入

＼c

ガψ

第32図 第403号建物跡実測図

+貯 109

SB404

1・

0                2m

第33図 第404号建物跡実濃1図

鶉筐麒勢[緞
0               2m

B
― H l178 7n

l層 黒褐色土 l10YR2/2)

地山粒微量混入
2層 黒褐色土 (lllYR3/1)

地山粒少量混入

3層 黒褐色± 00YR2/3)
地山粒少量混入

4層 黒褐色土(10YR3/2)
地山粒多量混入

D
― H:1787m

1層 黒褐色土(10YR2/2)
地山粒微量混入

2層 黒色土(10YR2/1)
地上粒若千混入

3層 暗褐色土(10YR3/3)
地山粒多量混入

4層 黒掲色土(10YR3/2)
地山プロック、粒混入

二 H.郷′m

1層 黒色±00YR2/1)
2層 黒色± 00YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR3/2)
4層 にぶい黄褐色土(10FR4/3)

地山粒多量混入

5層 暗褐色土

地山粒多量混入

H
― H:178,■

A

Ｅ
一

Ｇ
一

1層 黒色土はOYR2/1)

2層 黒褐色土 (1び FR2/3)

地山粒、シラス若干混入

3層 黒褐色土(10YR3/2)

地山粒少量混入

4層 黒褐色土 (1び rR2/2)

地山粒微量混入

R-109
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晦 感 散
柱

長 辺 長 (m) 短・
n長 {口 | 張りJlし 部軸長 (m) 長軸方向 重 複 関 係

番 号 規模、深さ{cm) 柱痕b

3J]1

Pit l

Pit 2

P,3

Pit 4

Pit 5

Pit 6

98×92× 187

14× 1∝×1田 8

111× 96× 1142

90X騨 ×1160

76×71×1"9

1∝×96× 1150

10× 3〔

39× 3(

37× 3`

33× 3

38× 3

39(Pit l―P13)

3 91Pn 4-Pit 6)

25(Pll― P16)

35(P13-P14)

43(PR2-P15) N-3『 ―E

SB4■―SI“
"

SB4)1-S K 135-Si4∞

S B 401‐ S1407

S B 401→ S14u8

P128-S B 401

SK452 P126 27 29 30

S B402 Ⅱ類 6

Pit 7

Pit 8

Pit 9

Pit10

Pitll

Pit12

56× 興×997

52×50×909

62× 58×960

64×60× 840

50× 48×810

54×54× 940

隊

　

隊

隊

窓

一

32(P17-Pl12)

36(P19-Pit10)

32(Ph7-Pn9)

34(P110-Pl12)

43(P18-Pl■ ) N-44・ ―E SK4桝

S B403 I類 4

Pit13

Pit14

Pit15

Pit16

22×22×311

26× 22×328

28×24X362

30× 22×362

17(Pl13-Pl14)

17(Pl15-Pl16)

17(Pl13-P■ 10

17(Pl14-Pl15)

N-2・―E

SB4∝ I類 4

Pit17

Pit18

Pit19

P it20

64×58× 902

46×44× 920

62×58× 820

54×52×730

25(Pl17-P120)

22(P l18-Pl19

23(P資 17-Pl18)

23(Pl19-P H20)

N-89° 一E

第 1表  建 物 跡 一 覧 表

※張 り出し‖∫をもつブランのうち、張り出し部車由長が長辺より長いものは

張 り出し劇∫軸方向を長軸方向とした。

※新1日 関係は、旧→新で表わす。記号のないものは新旧不りi。

本建物跡柱穴からの出土遺物は少なく、ピット15か ら土器片 3点が出土 したのみである。 こ

れらの遺物及び遺構確認面から、本建物跡の時期は縄文時代後期前葉 と考えられる。

第404号建物跡 (第33図、34図29～ 37、 35図 9)

Fl区西部の R-108、 109グ リッドに位置する。Ⅲd層上面において確認 された。北東側に404

号土墳が近隣する。

ピット17～ 20の 4本柱の建物跡で、長辺2.35m、 短辺2.30mを 演1り 、N-89°一 Eの長軸方位

をもつ。柱穴の規模はやや大きく、掘 り方径46～64cm、 深 さ73～92cmを測る。 ピッ ト17～ 19か

らは径24～ 26cmの 柱痕が確認 され、ピット18、 19に は根固め状に 8～22cm規模の石が埋設 され

ていた。

本建物跡 ピット17よ り2点、 ピット18よ り1点、ピット19よ り5点、ピット20よ り1点 の土

器片の出土があった。 これらの遺物から、本建物跡の時期は縄文時代後期前葉 と考えられる。

その他の建物跡 と柱穴状 ピット (第28図、31図、36図、37図 )

柱穴状 ピットはFl区 南部、中央部及び東部に偏在する。南部の分布密度が最 も高 く、規模の

大 きいものが多い。401、 402号建物跡を構成するピット以外に、ピット21、 24～ 26、 28の よう

にかなり規模の大 きいピットが検出されてお り、これ らは 6本柱の建物跡の柱穴 となる可能性
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第 2表  柱 穴 状 ピ ッ ト ー 覧 表

※新1日 関係は、旧→新で表わす。記号のないものは新1日不明
※ P■ 1～ 20は、建物跡一覧表参照

・り

、
グリッド

長

`る

×短イモ×深さ

(cm
重 機 関 係

ピット

No
グリンド

長径×短径×深さ

(cm
重  7質  関  係

21 S-1∞ 63×61× 815 S1410 Pit22 R Q-1∝ 24× 22× 341

22 S-llX 32×28× 576 S1410 R-103 52×51× 524

23 S-1∞ 38×30× 504 P責 23→ SK 449‐ SK4∞ R-103 40× 39× 630

24 S― llXl 55×46× (833) S R-103 24×22X396

25 S R-1∞ 75×72× (873) P124-S1408 63 R-103 35× 34×447

S-101 lrJ4× 103× 985 SB401l SK452-P126 64 R-lo3 40× 35×487 S K 432

27 S-101 42×34 S B 401 65 S R-103 46× 39× 339 Pit691 Pit66→ Pit65 Pit67-P it65

S R-101 86×85×816 P128-S B 401→ S1408 S-1“ 29× 27×393 P166-P165

29 R=101 20×20× 158 S B 401 67 S-103 20× 19×414 P it 67→Pit65 Pit67-SX(S)403

R-101 22× 22× 161 S-103 1∝ 38×32×403 Ph68-SX(S)4“

■ R-101 20×15× 236 R-1∞ 35×34×409 P165:P169-SX(S}4“

R-101 22× 22× (394) P132-S K 443 70 U― llll 26×25×243

R llX 19× 15× (351) P133→SK 443 71 U-1劇 18X18× 104

誕 R-1∞ 57× 50×217 SK 443:P134→ SK42 72 U-1図 29× 27× 261

R-99 59×50× 636 73 U-105 23× 20×201

R-99 39× 39×460 V-1∞ 64× 56×264

R-99 51×89× 510 U-106 86×31×356

R-99 27×24×471 76 T-105 29×27× 297 P176-S K 418

R-llX 30× 29× 497 77 S-lob 67×42× 499

R-1∞ 40× 32× 511 S-10‐ 24× 22×341

R-100 38× 38× 437 P142:P141→ S K 451 S-107 27×27×406

R-llX 35×32× 357 P it 41:P it 42-SK 451 S-1" 30×30× 512

R-1∞ 20×20× (427) PR43→ S K 451 81 S-1" 30× 26×389

4` R― lllll 34×33× 545 R-1∞ 30× 29× 194 Ph 82→ SK4"

R-1∞ 53×53× 446 S-108 46× 41× 520 Pit 84→ Pit 83

R-llX 42× G勧×605 P it 47-P it 46 S-108 36×32× 368 Pit 84→P it 83

47 R-1∞ 44× 31× 320 P147→P146 R-1" 25× 25×440

Q-101 18× 18×680 P148→S1404 R-107 21×20× 278

49 R-101 28×28× 556 P150→P n49→ S14“ R-1" 26×24× 245

50 R-101 20× 17×392 P151:P150-P■ 49→S14∝ R-1∝ 42×40× 329

51 R-101 18X17× 311 P150:P151→ S14∝ R-1" 33× 30×865

R-101 20× 18×414 P152→ S14r14 0-108 30×28× 553

R-102 16x14× 141 Q-1“ 24×23× 253

54 R-102 30× 29×416 Q-1“ 26× 25×232 P192-SK48

55 R-102 18× ]8×292 P155-S1404 93 0-1∞ 31×30×311

R-1舵 28×25× 360 94 Q-1∞ 52×50× 597 Pit 95

57 R-102 25×24×426 95 Q-1“ 42× 29×571

R-102 44×43× 514 Q-1∞ 39×35× 348
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第34図 建物跡出土土器拓影図

があるc また、 ガヽ規模のものは、 上層の遺構保存のためⅢd層 まで調査の及んでいないグリッ

ドや未発掘区域さらには、他遺構構築による消失を考慮すると、数棟の 4本柱の建物跡の柱穴

となるものと考えられる。

東部に分布するピットは小規模なものが多 く、 6本柱の建物跡は存在せず、403、 404号建物

跡のように 4本柱の建物跡を構成するものと考えられる。 1個の柱穴が確認できていないが、

ピット88～ 90も 4本柱の建物跡の柱穴の可能性がある。
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第36図 柱穴状 ピッ ト出土土器拓影図
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_  3

Pit22… l   Pit60 3
Pit46 5  Pit69… 2、 4

第37図 柱穴状 ビッ ト出土石器、石製品実測図

4.配石遺構

111 立石遺構

第401号 立石遺構 (第38図 )

発
=区'`東

部の V、 W-110グ リッドに位置 し、Ⅲd層上

百で全容が確認 された。30× 20× 8 cmの やや扁平な石を、

垂直 |こ 立てている。堆積土は黒褐色上の単一層で、人為堆

積と考えられる。ビントの平面形は28× 38cmの 楕円形 を呈し、

深さ14 0cmを 頼:る 。底面はⅣ層下位から成 り、壁 はやや緩 く

外傾して二ち上がる。遺物は出土 しなかった。

(2)集石遺構 第38図 立石遺構実測図

第402号 集石遺構 (第39図、40図 2、 5、 6)

発掘区北東部のV-110グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で全容が確認 された。遺構南倶1は第409

号土獲によ り破壊 されている。集石は 4～ 17cm大 の自然石約160個 を使用 し、円形に配 したもの

と考えられる。規模は東西方向138mを演1る 。遺構南側の集石下を調査 した結果、下部には土

墳を伴い、平面形は東西方向1.12mの楕円形 を呈すると考えられる。堆積土は 3ブロックに区

分でき、人為堆積を呈する。壁 は内湾気味に緩やかに立ち上が り、壁高は25 2cmを 測る。底面

はV層 より成 り、鍋底状を呈 し、堅 くしまっている。

堆積土 より土器片11点、掻器 2点が出土 した。出土遺物及び新旧関係 より、構築時期は縄文

後期前葉 と考えられる。

第405号集石遺構 (第39図、40図 3)

発掘区東部の S-107グ リッドに位置 し、Id層上面で、4～ 18cm大 の自然石約75個が確認 さ

れた。集石 |ま 遺構北側が密になってお り、規模約70× 93cmの楕円形を呈する。 また集石を構成

する石の|ま とんどが火熱を受けていた。なお、集石下は未調査である。 3は集石が密になる北倶1

のほぼ中央、集石間より出土 した土器片である。構築時期は糸電文後期前葉 と考えられる。
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⑦
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SX(S)402-……2、 5、 6

SX(S)405-  3
SX(S)406 ……1、 4

第406号集石遺構 (第39図、40図 1、 4)

発掘区中央の S-104グ リッドに位置

し、 Ⅲd層上面で、 3～ 18cm大 の自然石

約55個が確認 された。集石は楕円形を呈

し、規模 は128× 98cmを測る。なお、集石

下は未調査である。

集石間より、小型壺形土器 1点、円盤

状石製品 1点が出上した。 1は集石北側

より出土 した小型壺形土器で、頸部、底

部付近の横位平行沈線により文様帯 を区

画 し、区画内には平行沈線により入組文、

斜行文、孤状文が施文されている。大 き

さは最大胴径5.4cm、 底径2 7cm、 現存器

高4 9cmを 計る。色調はにぶい橙色を呈す

る。

構築時期は縄文後期前葉 と考 えられる。

⑦
°

。

よ
賣 木
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a

9    1「
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3層 黒色土(7 5YR2/1)

第39図 集石遺構実測図
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第40図 集石遺構出土遺物実測図
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(31配石遺構

第403配石遺構 (第41図、42図 1～ 3)

発掘区南部の R、 S-103グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で全容が確認 された。柱穴状 ピット

67～ 69と 重複 し、本遺構はいずれよりも新 しい。配石は、土墳ほぼ中央に23× 21× 8 cmの やや

庸平な石 を垂直に立てている。石はそのほとんどを堆積土中に埋没 していた。下部土墳の平面

形は、41X63cmの楕円形を呈 し、長軸方向はN-21°一Wである。堆積土は黒色上の単一層で、

人為堆積 を呈する。壁 は北、西壁がほぼ垂直に立ち上が り、壁高は36.Ocmを 沢1る 。底面はV層

より成 り、堅 くしまっている。

堆積土 より、土器片 3点が出上 した。出土遺物 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

抑 号配石遺構 (第 41図 )

発掘区南部の R-103、 104グ リッドに位置 し、 Ⅲd層上面で全容が確認 された。 3個の石が

確認 され、配石 は土損縁辺の軸上に 1対の扁平及び球状の石を置 き、その内部に扁平な石を配

している。扁平な石の大きさは29× 22cm、 32× 22cm、 球状のものは13× 13cmを測る。下部土墳

の半 IEl形 は、70× 79clnの 円形を呈する。堆積土は 3ブロックに区分でき、人為堆積 と考えられ

る。壁は外傾気味に立ち上が り、壁高23.Ocmを 測る。底面はV層 より成 り、平坦で堅 くしまっ

ている。遺物は出土しなかった。

第407号配石遺構 (第 41図、42図 4～ ]1)

発掘区南部の S-102グ リッドに位置 し、 Ⅲd層上位で全容が確認された。第434号土墳 と重

複 し、本遺構が古い。配石は 6～ 23cm大 の自然石11個 を使用 し、土獲中央にやや大きめの石を

2個並べ置き、その回 りに小さめの石を配 したものと考えられる。下部土墳は、径84cmの 円形

を呈する。堆積土は 3ブロックに区分でき、人為堆積 を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上が り、

壁高は16.8clnを 測る。底面はⅣ層下位か ら成 り、ほぼ平坦である。

堆積土中より、土器片48点が出土 した。出土遺物及び新旧関係 より、構築時期は縄文後期前

葉 と考えられる。

第408号配石遺構 (第 41図 )

発掘区南部の R-101グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で炭化粒を含む黒褐色の落ち込みが確認

された。配石は24～ 35cnl大 の扁平な自然石を、土墳底面に 2個置 き、壁際に 1個立て置 くもの

である。土援は径 70clnの 円形を呈する。堆積土は単一層で、人為堆積 と考えられる。北壁 はほ

ぼ垂直に立ち上が り、壁高は22.4cmを 測 る。底面はV層から成 り、堅 くしまっている。遺物は

出土 しなかった。

第409号配石遺構 (第41図、42図 12)

発掘区北東部のV-110グ リッドに位置 し、:Illd層上面で地山粒 を含む黒褐色の落ち込みが確
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第41図 配石遺構実測図
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第42図 配石遺構出土土器拓影図

認 された。第405、 406、 409号土墳 と重複 し、本遺構はいずれよりも新しい。配石は 6～ 48cm大

の自然石32個が確認 され、その全てが堆積土中に埋没 していた。遺構北倶1よ り出土 した長 さ48

cmの柱状の石は、立石であった可育旨性があ り、土墳上面に配 されていた石が何等かの事由によ

り埋没 したもの と考えられる。土墳は85× 129cmの 楕円形を呈 し、長軸方向はN-85°一 Eであ

ぽ

〃

出
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る。堆積土 lま 3プロックに区分でき、人為堆積 を呈する。壁 は緩やかに立ち上が り、壁高 は

36.4cmを 夏 るc土墳北西寄 り底面に、径約30cm、 厚さ約 6 cmの 粘土が確認 された。底面はV層

より成 り、鍋底状 を呈する。

堆積土中より、土器片約15点が出土した。12は南西寄 り底面か ら出土 したものである。出土

遺物及び新 1日 関係より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

5.焼土遺構

第401号焼土遺構 (第43図 )

発掘区東端のQ-109グ リッドに位置する。Ⅲbl層上位 において、26× 55cmの焼土及び焼土粒

を含む黒褐色土範囲が確認 された。焼土は北東側に偏在 し、規模 12× 16cm、 焼土厚 3 cmを涸1る 。

遺物は出土 しなかった。

第402号焼土遺構 (第43図 )

発掘区北東部のU-109グ リッドに位置する。 Ⅲb層下面において、50× 72cmの焼土及び焼土

粒を含む黒褐色土範囲が確認 された。焼土はほぼ中央に位置 し、規模 19× 34cm、 焼土厚 9 cmを

涙lる 。遺物 は出土 しなかった。

第403号焼土遺構 (第43図 )

発掘区北東部のT-109グ リッドに位置する。 i Ⅲd層上面において、69× 125cmの 焼土及び焼

土粒を含む黒褐色土範囲が確認された。遺構南側及び中央部は耕作により攪乱 されている。焼

土は北西倶1、 南東側の 2ヵ 所 に検出され、規模 はそれぞれ、11× 30cm、 厚さ 7 cm、 15× 46cm、

厚さ1lcmを 根lる 。遺物は出土 しなかった。

第404号焼土遺構 (第43図、46図 1、 2)

発掘区北東部のT-108、 109グ リッドに位置する。 胸 層上面において、東西方向80cmの 焼

土及び焼土粒を含む黒褐色土範囲が確認 された。遺構の南北両側は耕作による攪乱を受けてい

る。焼土は1ヒ側 に位置 し、厚 さ 5 cmを 浪1る 。焼土及び黒褐色土中より土器片 2点 が出土 した。

構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第405号焼土遺構 (第43図 )

発掘区中央部のT-106グ リッドに位置し、:Ⅲb)層 下面で確認 された。焼土及び焼土粒を含む範

囲は、規模 58× 64cmを 測る。遺構はほぼ全域が焼土範囲で、その規模は58× 62cm、 厚さ1lcmを

演lる 。遺物は出上 しなかった。

第406号焼土遺構 (第43図、46図 3～ 6)

発掘区中央部のU-lo6、 107グ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認 された。30× 69cmの焼土及

び焼土粒 を含む暗褐色土範囲内北側に、 2ヵ 所の焼土が検出され、その規模 はそれぞれ 7× 9
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正、 1l X 15cm、 厚さは共に 5 cmを 測る。焼土及び暗褐色土中より上器片 5点が出土 した。構築

≒夏 .ま 縄文後期前葉 と考えられる。

第舶7号焼土遺構 (第 43図 )

発二三中央部のU-105グリッドに位置する。Ⅲb層下位において、55× 99cmの焼土及び焼土粒

を含む黒毛色土範囲が確認 された。焼土は東側に偏在 し、規模24× 29cm、 厚さ 4 cmを 測る。遺

=.ま
圭三 しなかった。

第408a号焼土遺構 (第 43図 )

発三X言部の S-104グ リッドに位置 し、 Ⅲd層 上面で確認 された。焼土及び焼土粒を含む黒

裾色三葦≡の規模は、32× 49cmを 測る。東側及び西側縁辺の焼土化が著 しく、焼土厚は 2 cmを

f」 るこ這物は出上 しなかった。

第408b号 焼土遺構 (第 43図、45図 1、 46図 7～ 9、 47図 1)

発猛区南部のR-104グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認 された。平面形は32× 55cmの不整

責円形を三 し、 9 cm程掘 り込 まれている。焼土厚は約 2 cmを 測る。45図 1は底面出上の深鉢形

三≡で、洞部に原体 Rの網目状撚糸文が施文 されている。推定回径25.lcm、 底径10 7cm、 器高

291cコ を演」る。色調は明褐色を呈する。堆積土より上器片10数点、土器片利用の板状土製品 1

点が三土 した。構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第409号焼土遺構 (第 43図、46図 10、 11、 47図 2)

発掘区中央部のV-105グ リッドに位置する。:鵬 1層上位で54× 65cmの焼土及び焼土粒を含む黒

褐色土範囲が確認 された。焼土は32× 49cm、 厚 さ10cmを測 り、南側の方が焼土化が著 しい。焼

土中より、土器片 2点、土器片利用の板状土製品 1点が出土 した。構築時期は糸電文後期 と考え

らねじる。

第410号焼土遺構 (第43図 )

発掘区南部のR-102グ リッドに位置 し、Ⅲb層上位で確認 された。24× 43cmの 焼土及び焼土

粒 を含む黒褐色土範囲内南側 に焼土が位置 し、厚 さ9 cmを 浪|る 。焼土及び黒褐色土中より、土

点が出土 した。構築時期は縄文後期 と考えられる。

第411号 焼土遺構 (第43図、46図 12、 13)

発掘区南端の R-99グ リッドに位置し、 Ⅲb層上位で確認 された。36× 69cmの焼土及び焼土

粒を含む暗赤褐色土範囲内中央に焼土が位置 し、規模29× 34m、 厚さ 6 cmを 涸1る 。焼土及び暗

赤裾色土中より、土器片 2点が出土した。構築時期は糸電文後期 と考 えられる。

第412号 焼土遺構 (第44図 )

発掘区西部の U、 V-104グ リッドに位置 し、Ⅲd層上位で確認 された。43× 64cmの焼土及び

焼土粒を含む黒褐色土範囲内北西側に焼土が位置し、規模 25× 27cm、 厚さ 5 cmを 演1る 。遺物は
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出土しなかった。

第413号焼土遺構 (第44図 )

発掘区中央部のU-lo4グ リッドに位置する。Ⅲd層上面で、 55× 65cmの焼土及び焼土粒 を含む

黒裾今■筆≡が確認 された。焼土は 4ヵ 所に散在 してお り、厚さは 2～ 3 cmを測る。遺物 は出

十しなかったc

第414号焼土遺構 (第44図 )

発握区西部のV-104グ リッドに位置する。Ⅲd層上面で、 62× 78cmの焼土及び焼土粒 を含む

黒褐色土範囲が確認 された。焼土はほぼ中央に位置 し、規模 24× 39cm、 厚さ 3 cmを測る。遺物

は出土しなかった。

第415号 焼土遺構 (第44図 )

発掘区西部のV-104グ リッドに位置する。Ⅲd層上面で、南北方向82cmの焼土及び焼土粒 を

含む黒褐色土範囲が確認 された。焼土は南側に位置 し、南北方向45cm、 厚 さ 7 cmを測る。なお、

遺構西側 は未発掘である。遺物は出土 しなかった。

第416号焼土遺構 (第44図 )

発掘区西部のW-104グ リッ

ドに位置 する。Ⅲd層上面で、

39× 39cmの焼土及び焼土粒、炭

化粒を含む黒褐色土範囲が確認

された。焼土は西側に偏在 し、

規模 15× 23cm、 厚さ 4 cmを測る。

遺物は出土 しなかった。

第417号焼土遺構

(第44図、46図 14、 15)

発掘区南端の R-100グ リッ

ドに位置する。 Ⅲb層 上位で、

56× 62cmの焼土及び焼土粒 を含

む褐色土範囲が確認 された。焼

土は北側 に位置 し、規模36× 52

cm、 厚さ 5 cmを 演1る 。焼土南側

は焼土化が著 しい。焼土及び黒

褐色土中より、土器片 7点が出

土 した。構築時期は縄文後期 と

o                  10cm

第 45図 焼 土遺構 出土土器 実測図

-44-



Д

イ

鯉

響

６

＝
＝
用

Ｌ
『曇

３

円
Ｈ

‐８

角

‐―

‐―

〃

褻

恙 61

一（［］）２〔

一

一

パ

▲４一一〕一〕５
釉‖

7      8ノ
奪

毒
‐

Q

仄 9解

ゞ 脚陽‖衿ノ″                         13

缶
月
＝
Ｈ
日
＝
Ｈ
四

９

耐
日
＝
日
Ｈ
日
ｒ
　
　
　
＝
＝
＝
＝
＝
り

２０

Ｍ
χ
Ｌ

卜 ‖軋 ‖魏 ‖詢
瑚 翻

聯
極

_霊 ― 考

lim土 遺構 佛 袈欧

“

囲 供 0

発掘区南端のR-100グ リッ ドに位置する。

:受R篤訂il SXIF1421…
3 

Ⅲb層上位で、36× 56cmの焼土及び焼土粒、炭化

9    'Cm 粒 を含む黒褐色土範囲が確認 された。焼土は西

第47図 焼土遺構出土土製品実測図   側に位置し、規模36× 36m、 厚さ 6 cmを 測る。

焼土及び黒褐色土中より、土器片 4点が出土した。構築時期は縄文後期と考えられる。

第419号焼土遺構 (第 44図 )

発掘区南端のR-99グ リッドに位置する。Ⅲb層上位で、43× 77cmの 焼土及び焼土粒、炭化

粒を含む黒褐色土範囲が確認された。焼土は東側及び南西端に位置し、それぞれ規模27× 45cm、

12× 13cm、 厚さは共に 3 cmを沢1る 。東側に位置する焼土は、縁辺が著しく焼土化している。ま
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た、這構東端 :こ 、厚さ 3 cmの 炭化物層が認められた。遺物 は出土 しなかった。

第420号焼土遺構 (第44図 )

発掘区東部のR-105グ リッドに位置する。Ⅲd層 上位で、42× 52cmの焼土及び焼土粒 を含む

黒褐缶+範囲が確認された。焼土は南側に偏在 し、規模 14× 25cm、 厚さ 4 cmを浪Iる 。遺物 は出

土しなかった。

第421号焼土遺構 (第44図、46図 18、 47図 3)

発掘区東部の R-105グ リッドに位置する。Ⅲd層上位で、75× 108 cmの 焼土及び焼土粒 を含

む黒褐色土範囲が確認された。焼土は中央に位置 し、規模46× 64cm、 厚さ12cmを測 る。焼土及

び黒褐色土■より、土器片 1点、土器片利用の板状土製品 1点が出土 した。構築時期は縄文後

期前葉 と考 えられる。

第422号焼土遺構 (第 44図、46図19～ 23)

発掘区中央部のT-104グ |,ソ ドに位置する。Ⅲd層上面で、104× 221cmの焼土及び焼土粒 を含

む黒色土筆≡が確認 された。焼土は西側 と東側に 2ヵ 所検出され、それぞれ規模90× 134cm、 47×

57釧、厚 さ 6m、 5 cmを 測る。焼土及び黒色土中より、土器片 5点が出土した。構築時期 は縄

文後期言葉 と考えられる。

6.土  壌

(11 Tピ ット (第48図、49図 )

発掘区中央部のU-106グ リッドに位置する。遺構 を確認できたのはⅣ層上面であつたが、遺構

堆積土 と基本層序 Ⅲd層 が同じ黒色土で判別が つきにくく、構築面は もっと上層になる可育旨性

が残る。平面形は長軸304m、 短軸0.27mの 長楕円形を呈 し、長軸方向はN-12°一Wである。

堆積土は 3ブロックに区分でき、人為堆積 と考えられ る。横断面はU字状を呈 し、壁高は23.6

cmを 測る。底面には深さ5.4～ 25 1cmの ピッ ト状 に凹んだ箇所が 3ヵ 所あり、北端の凹みの部分

には、地山中に自然石が入っていた。本遺構は何等かの事由で、掘 り下げる事を途中で断念 し

たかのように見受けられる。堆積土中より、土器片 9点が出土 した。出土遺物 より、構築時期

は縄文後期前葉 と考えられる。

OSK岡 424口
|

２
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灯
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くて| 輩褻く |エ
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―第48図 Tピ ット実測図 -第49図 Tビ ッ ト出土土器拓影図
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② フラスコ状土墳

第419A号 フラスコ状土境 (第 50図、51図 2、 5、 6、 52図 11、 13、 16、 53図 1～ 8、 54図 5、

6、 13、 14、 17、 18、 20、 25～ 27、 55図 1、 2、 56図 6、 7、 24)

発掘区南部のQ、 R-101グ リッドに位置し、第404号竪穴住居跡の床面及び西壁面で確認され

た。第404号竪穴住居跡、419B号フラスコ状土墳、429号土墳と重複し、本遺構は404号竪穴住居

跡より古 く、他の遺構 より新しい。推定回径78× 98cm、 底径132× 166cln、 深さ76.3cmを 浪1る 。

堆積土は 6ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。底面はV層 より成り、やや軟弱である。

土墳内より復元土器 6点 (51図 2、 5、 6、 52図 11、 13、 16)、 土器片約450点、掻器 7点、

磨製石斧 1点、石錘 1点、敲石 1点、土製装飾品 2点、土器片利用の板状土製品 2点、その他

の石製品 1点が出土した。なお、掻器 6点 (54図 5、 6、 14、 17、 18、 20)は 中央底面より、

土製装飾品 (55図 1、 2)は、 1が南壁際上位より、 2は上～中位より出土した。 6は南壁際

上位より出土した深鉢形土器である。日縁部は胴部より朝顔状に大きく外傾し、 6個の大波状

で頂部には交互に突起をもつ。頸部の横位沈線文により区画されたやや狭い文様帯内には、磨

消縄文による入組状曲線文が施文 されている。文様帯の上下には、日唇部及び胴中央まで縄文

が施文されており、地文はRL縄文である。口径18.5cm、 推定底径5.3cm、 推定器高14.4cmを 演l

り、色調はにぶい黄橙色を呈する。 2は南寄 り中位より出土した壺形土器である。頸部に巡る

沈線文下には、平行沈線による山形状文が施文され、沈線間が磨消されている。地文はLR縄

文を施文 している。色調は浅黄橙色を呈する。16は 中央中位より出土した深鉢形土器で、頸部

の原体 Lの圧痕文下にはL縄文が施文され、一部にはRL糸電文も認めらオLる 。日径は37.Ocmを

計 り、色調はにぶい黄橙色を呈する。5は東寄 り下位より出土した無文の把手付浅鉢形土器で、

色調は浅責橙色を呈する。11は 中央下位より出土した深鉢形土器である。 6個の頂部をもつ波

状口縁で、 3～ 4条の平行沈線により文様帯を区画する。やや幅狭の頸部文様帯は、頂部下の

相対する孤状文により縦位に区画され、孤状文間には横位沈線文が多条施文されている。幅広

の胴部文様帯には 3条の平行沈線により入組状曲線文が施文され、花弁状文、孤状文が連結文

として付加されている。沈線間にはRLR縄文が充填されている。日径33.5mを計 り、色調は

褐色を呈する。13は堆積土より出土した 6個の頂部をもつ波状口縁の深鉢形土器で、頸部に施

文された原体 Lの圧痕文下には、L縄文が施文されている。推定回径22.3cm、 底径8.5cm、 器高

31.Ocmを 計 り、色調は淡責色を呈する。

出土遺物及び新旧関係より、構築時期は縄文後期前～中葉 と考えられる。

第419B号 フラスコ状土墳 (第50図 )

発掘区南部のQ、 R-101グ リッドに位置し、第419A号フラスコ状土墳とともに、404号竪穴

住居跡の床面及び西壁面において確認された。新旧関係は、いずれよりも本遺構が古い。規模
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は推定底径118× 144c臥 深さ87.3cmを 沢1る 。堆積土は 3ブロックに区分でき、人為堆積を呈す

る。底面はV層 か ら成 り、やや軟弱である。

堆積土 より、数点の土器片を出土した。出土遺物及び新旧関係 より、構築時期 は縄文後期前

葉 と考えられる。

第425号 フラスコ状土堀 (第50図、53図 9、 10)

発掘区西部のU-104グ リッドに位置し、Ⅳ層上面で確認 された。規模は口径72× 78cm、 頸部

径63× 70cm、 底径87× 94cm、 深さ43.lcmを 演1る 。堆積土は 5ブロックに区分でき、人為堆積 を

呈する。壁 |ま Jし 、西壁は内湾気味に立ち上がる。底面 はV層 より成 り、北西から南東側に緩い

傾斜を示 し、 |ま ぼ平垣である。

堆積土 より、土器片数点が出土 した。出土遺物 より、構築時期は糸電文後期前葉 と考えられる。

第426号 フラスコ状土壌 (第 50図、51図 1、 3、 4、 7～ 10、 52図 12、 14、 15、 53図 11～ 35、

54図 1～ 4、 7～ 12、 15、 16、 19、 21～ 24、 28～ 30、 55図 3～ 5、

56図 8～ 23、 25～ 33)

発掘区声事のR-103グ リッドに位置 し、Ⅲd層 上面で確認 された。規模は口径 122× 146 cm、

SK F419A・ B、 429
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SK F 425

1層 黒色土 (10YR2/1)
2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)
4層 明黄褐色土 (10YR6/8)
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頸部径93× 115cm、 底径205× 236cmを 測る。堆積土は10ブ ロックに区分でき、人為堆積を呈する。

底面北西側は2段構造 となり、確認面から底面上段までは176.2cm、 上下段の差は19.8cmを 測る。

東側は壁に向い緩やかに傾斜している。また、底面中央には規模24× 26cm、 深さ11.7cmの ピッ

トが検出された。

土墳内より、復元土器10点、土器片約1500点 、石鏃 1点、石匙 3点、掻器13点、磨石 3点、

土製装飾品 1点、鐸形土製品 2点、土器片利用の板状土製品14点、円盤状石製品 2点、球状石

製品 1点、軽石製石製品 5点、その他の石製品 3点が出土した。 4、 7、 10は 北壁際中位より

一緒に出土した。 4は 3個の頂部をもつ片口土器で、注目部を欠いている。3条の横位平行沈線

により文様帯を区画し、区画内には入組状曲線文が施文されている。また、注目部と相対する項

部下には把手が、他の頂部下には花弁状文が付加されている。沈線間にはLR縄文が充填され

ている。大きさは底径4 9cm、 器高18.2cmを 計 り、色調はにぶい橙色を呈する。 7、 10は 無文の

壺形土器で、大きさは 7が口径5.3cm、 底径6.Ocm、 最大胴径9 3cm、 器高13.2cm、 10が最大胴径

19 0cmを 計る。色調は 7が浅黄橙色、10が橙色を呈する。 3は西寄 り中位より出土した無文の

壺形土器で、 5個の頂部を有する波状口縁を呈する。回径は13.6cmを 計 り、色調は浅黄色を呈

する。12、 15は 北寄 り中位から出上した。12は 胴上半部に原体 Rの網目状撚糸文を施文 した深

鉢形土器で、口径22.7cmを 計る。15は胴上半部に縦位の条痕文を施文した深鉢形土器で、日径

28.2cm、 底径12.8cm、 器高43 8cmを 計る。色調は12が灰白色、15が浅黄色を呈する。 8は北東

壁際下位より出土した鉢形土器で、 5個の頂部を有する波状口縁を呈すると考えられ、頂部に

は刻目が施されている。 1～ 3条の横位平行沈線により、文様帯を区画しており、頸部文様帯

は 3条の平行沈線によりさらに上下に 2分 されている。胴部文様帯は頂部間に相対する孤状文

が施文されており、花弁状文、線文により、区画文、孤状文が連結されている。さらに頂部下

には稲妻状文が施文されている。沈線間にはLR縄文が充填されている。大きさは推定回径18

8cm、 底径8.7cnl、 器高15.5mを計 り、色調はにぶい黄橙色を呈する。 1、 9、 14は 堆積土より

出上したもので、 1は小型鉢形土器である。横位沈線文により区画された胴上半部には楕円形

文が施文 され、RL縄文が充填されている。大きさは推定回径6.8cm、 底径4 7cm、 器高4 2cmを

計 り、色調は橙色を呈する。 9は 3個の頂部を有する波状口縁と考えられる深鉢形土器で、口

唇部には亥」目が施されている。 3条の横位平行沈線により区画された文様帯には、沈線により

直線文、曲線文が施文 される。推定口径は17 8cmを 計 り、色調は灰褐色を呈する。14は 4個の

頂部を有する波状口縁の深鉢形土器で、胴部には条痕文、 LR糸電文が施文されている。大きさ

は推定回径32.lmを計 り、色調は黒褐色を呈する。

出土遺物より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。
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第56図 フラスコ状土壕出土土製品(2X石製品

0 土 墳

第401号 土壌 (第 57図、60図 2、 62図 1～ 4、 64図 1、 3、 18、 23、 65図 3、 27)

発掘区北東部のV-109グ リッドに位置する。Ⅲd層上面において黒色上の落ち込みらしきも

のが認められたものの、 判然 としなかったためI Ⅲd層下面においてプラン確認 をした。平面形

は082× 202mの楕円形を呈 し、長軸方向はN-75°一 Eである。堆積土は 4ブロックに区分で

き、人為堆積を呈するc壁はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は46.lcmを 測る。下位か ら底面にか

けて、 8～28cm大 の自然石が11個確認された。底面は西から東側へ若干傾斜 してお り、凹凸が

ありやや敦弱である。
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三墳本より復元土器 1点、土器片約60点、石鏃、石錐各 1点、掻器 2点、土器片利用の板状

土製塁 1点、その他の石製品 1点 を出土 した。 なお、石鏃は中央底直、石製品は,ヒ壁際中位より

の出三である。 2は小型深鉢形土器で、頸部に巡 らせた原体 Lの圧痕文下には、同じ原体の縄

文が施文 されている。国径8.2cm、 底径5.4cm、 器高9.8cmを 計る。色調は橙色を呈 し、焼成は良

好である。出土遺物より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第402号土墳 (第57図、62図 5～ 7)

発掘区北東部のV-109グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、mi層 下面

において確認 した。平面形は80× 89cmの 円形を呈する。堆積土は 9ブロックに区分でき、人為

堆積を呈する。壁 は東、南壁はほぼ垂直 に立ち上が り、壁高は47.9cmを 測る。底面 はⅥ層より

成 り、平坦で軟弱である。

堆積土中より土器片約10点が出土 し、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第403号土墳 (第 57図、60図 5、 61図 7、 62図 8～ 12、 64図 6、 8、 65図 4)

発掘区東部のQ-109グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、 Ⅲd層下面に

おいて確認 した。平面形は80× 121cmの 楕円形を呈 し、長軸方向はN-34°一Wである。堆積土は

黒褐色土の単一層で、人為堆積 と考えられる。壁はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は26.Ocmを 波1

る。 4～ 16m大の自然石25個が、土損上～中位にかけて確認 された。底面はV層 より成 り、ほ

ぼ平坦で堅 くしまっている。

土墳内より復元土器 2点、土器片約140点、掻器 2点、土器片利用の板状土製品 1点が出土し

た。 5、 7は いずれも中央から北壁 にかけて底直より出土 した深鉢形土器である。 5は 6個の

頂部をもつ波状口縁で、 2～ 3条の横位平行沈線 により文様帯 を区画し、頸部文様帯は無文、胴

部文様帯 には入組状曲線文が施文 されている。沈線間及び胴下半部にはLR縄文が施文 されて

いる。 7は 頸部に巡らした原体 LRの圧痕文下に、同 じ原体の縄文が施文されている。色調は

5が暗褐色、 7が にぶい黄褐色を呈 し、焼成はいずれ も良好である。出土遺物 より、構築時期

は縄文後期前葉 と考えられる。

第404号土装 (第57図、62図 13～ 19、 64図 10)

発掘区東部 R-109グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、:Id層 下面にお

いて確認 した。平面形 は108× 141cm、 深 さ29.7cmの 楕円形を呈 し、長軸方向はN-30°一Wであ

る。堆積土は 5ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁 はほぼ垂直に立ち上がる。土墳内

より、 6～ 27cm大 の自然石が63個確認された。底面はV層 より成 り、ほぼ平坦である。また、

底面北西壁際に46× 62× 8.9cmの 楕円形を呈する掘 り込みが検出された。

土墳内より土器片約60点、掻器 1点が出土 した。13～19は下位 より出上した土器片である。

出土遺物 より、構築時期 は縄文後期前葉 と考えられる。
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第405号土壕 (第 57図、61図 6、 62図20～ 22、 24、 64図 27、 65図 1、 5～ 8)

発掘区北東部のV-110グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で黒褐色上の落ち込みが確認された。

第406、 407、 409号土墳、409号配石遺構と重複し、本遺構は409号土墳、409号配石より古 く、

他の遺構より新しい。推定規模268× 150cmの 楕円形を呈し、長軸方向はN-81° 一Eである。堆積

土は2ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。西壁は垂直に立ち上が り、壁高は48.7cmであ

る。土墳内より8～33cm大 の自然石52個が確認された。底面はV、 Ⅵ層より成り、東から西側

へ傾斜している。

土墳内より復元土器 1個、土器片約20点、磨石 1点、耳飾 1点、土器片利用の板状土製品 4

点が出上した。 6は西壁際底直より出上した深鉢形土器で、胴部下半まで原体 Lの撚糸文が施

文されている。口径は27.8cmを 計 り、色調は橙色、焼成はやや良好である。62図 20、 24は 中位、

22は底直より、65図 1は 北壁際上位、 6、 7は上位より出土した。出土遺物より、構築時期は

縄文後期前葉 と考えられる。

第406号土墳 (第 57図、62図 25)

発掘区北東部のV-110グ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認された。第405、 407、 409号土

墳、409号配石遺構 と重複し、本遺構は407号土墳とは不明であるが、他の遺構より古い。平面

形は楕円形を呈し、推定規模120× 277cmを 測る。長軸方向はN-89°一Eである。堆積土は 2ブ

ロックに区分でき、人為堆積を呈する。西壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は41_9cmを 測る。

土授内より10～29cm大 の自然石 9個が確認された。底面はⅥ層から成 り、やや軟弱である。

土墳内より土器片約10点出土した。25は 底直から出土した。出土遺物より、構築時期は縄文

後期前葉 と考えられる。

第407号 土壌 (第 57図、60図 1、 62図 23、 26、 27、 29、 30、 32、 64図 4、 5、 7、 11～ 14、

19、 20、 65図 2、 9、 10)

発掘区北東部のV-109、 110グ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認された。第405、 406号土

墳と重複 し、本遺構は405号土墳より古い。平面形は楕円形を呈し、長軸方向はN-69°一Eであ

る。堆積土は5ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。西壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高

は49.5cmを 浪1る 。土墳内より7～42cm大 の自然石55個が確認された。底面はⅥ層から成 り、や

や軟弱である。

土墳内より復元土器 1点、土器片約70点、掻器 9点、土製装飾品 1点、土器片利用の板状土

製品 2点が出土した。 1は北壁際中位より出土したミニチュア土器で、沈線により縦位の弧状

連結文を半単位ずらして向い合わせ、弧状文、斜行文を施文している。底径は2.Ocmを計 り、色

調はにぶい橙色、焼成は良好である。62図27は上位、29は 中位、65図 2は南西壁際上位、10は

上位、 9は中位から出土した。出土遺物より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。
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第409号土壇 (第57図、62図 28、 31、 33～ 35、 64図 2、 65図 11～ 13)

発[X北 東部のV-110グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認された。第405、 406号土獲、402、

109号≡石這構 と重複 してお り、本遺構は409号配石 より古 く他の遺構 より新 しい。平面形 は

110× 160cmの 楕円形を呈 し、長軸方向はN-26°一 Eである。堆積土は黒褐色の単一層で、人為

堆積を三する。壁 はやや緩やかに立ち上が り、壁高は33 2cmを 測る。土損内より7～39cm大 の

自然石57信が確認 された。底面はV層より成 り、ほぼ平坦で堅 くしまっている。

土積内より上器片約10点、石鏃 1点、土器片利用の板状土製品 3点が出土 した。33～35は上

位、28、 31は 下位、64図 2は底直、65図11は下位、13は底直から出土 した。出土遺物 より、構

築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第410号土墳 (第 57図 )

発掘区東部の S-107グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、 Ⅲd層下面に

おいて確認 した。平面形は径104cmの 円形を呈する。堆積土は 3ブロックに区分でき、人為堆積

を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は28.4cmを 沢1る 。底面はV層 より成 り、ほぼ平坦

である。遺物は出土しなかった。

第412号土壊 (第 57図、62図 38、 39、 42)

発掘区東部の S-107グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳と同様で、 Ⅲd層下面に

おいて確認 した。第413号土墳 と重複し、本遺構が古い。平面形は径105帥の円形を呈する。堆

積土は 2ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁 はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は24 9cln

を測 る。底面はV層 より成 り、鍋底状を呈する。

土墳内より土器片約40点 が出土 し、38、 39、 42は 上位から出土 したものである。出土遺物 よ

り、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第413号土墳 (第 57図、62図 36、 37、 40、 41、 43、 65図 14、 15)

発掘区東部の S-107グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳と同様で、 Шd層下面に

おいて確認 した。第412号土墳 と重複 し、本遺構が新 しい。平面形は70× 128cmの 楕円形を呈 し、

長軸方向はN-34°一Wである。堆積土は黒色の単一層で、人為堆積 と考えられる。北、西壁は

ほぼ垂直 に立ち上が り、壁高は45.4cmを 涸1る 。底面はV層 より成 り、凹凸がありやや軟弱であ

る。

土墳内より土器片約60点、土器片利用の板状土製品 2点が出土 した。37は上位、40は中位か

らの出土である。出土遺物 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第414号土墳 (第 57図、63図 44)

発掘区中央部のU-105グ リッドに位置する。確認状況は第401号土獲 と同様で、 Ⅲd層下面

において確認 した。平面形 は129× 152cmの 楕円形を呈 し、長軸方向はN-2°一Wである。堆積
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土 |ま 5プロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁 は外傾 して立ち上が り、壁高は353mを 測

る。底亘 より7～ 18cm大 の自然石 4個が確認 された。底面はV層 より成 り、堅 くしまっている。

底百 よう土器片 2点、中位より掻器 1点が出土した。出土遺物 より、構築時期は縄文後期前

葉 と考えられる。

第415号 土墳 (第 57図 )

発掘区中央部のU-105グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳と同様で、 Ⅲd層下面

において確認 した。第416、 418号土墳と重複 し、本遺構はいずれよりも新 しい。平面形は径84

cmの 円形 を呈する。堆積土は 2ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。北東壁は内湾気味に、

他壁は外傾 して立ち上が り、東壁際を最深部 とする壁高は37 3cmを 測る。底面はV層 より成 り、

凹凸があ りやや軟弱である。

土墳内より土器片約10点が出上 した。出土遺物 より、構築時期は経文後期前葉 と考えられる。

第416号 土堀 (第 57図 )

発掘区中央部のU-105グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、 Ⅲd層下面

で確認 した。第415、 418号土墳と重複 し、本遺構は415号土墳より古い。平面形は短径100cmの

楕円形 と考 えられ、長軸方向はN二 40°一 Eである。堆積土は 2ブロックに区分でき、人為堆積

を呈する。壁はやや緩やかに立ち上が り、壁高は17.6cmを 測る。底面はV層上面か ら成 り、平

坦で堅 くしまっている。遺物は出土しなかった。

第417号 土墳 (第 58図 )

発掘区中央部のU-104、 105グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、Ⅲd層

下面で確認 した。平面形は94× 124釧の楕円形を呈 し、長軸方向はN-49°二 Eである。堆積土は

4ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁 はやや緩やかに立ち上が り、壁高は27.9cmを 測

る。底面 はV層か ら成 り、やや凹凸がある。遺物 は出土しなかった。

第418号 土壕 (第 57図、63図45～ 48、 64図 17、 29、 65図 16、 17、 20)

発掘区中央部のU、 T-105グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳と同様で、 Ⅲd層

下面で確認 した。第415、 416号土墳、柱穴状 ピット76と 重複 し、415号土墳より古 く、ピット76

より新しい と考えられる。平面形は短径108cmを 測る楕円形を呈 し、長軸方向はN-45°一Wであ

る。壁はやや緩やかに立ち上が り、壁高は21.9cmを 涸1る 。底面はV層上面か ら成 り、北西から

南東側へ若干イ頃斜 している。

土墳内か ら土器片約60点、掻器、磨石各 1点、土器片利用の板状土製品 3点が出土 した。45、

47、 48は 上～中位、46は下位、64図29は中位、17は下位、65図 16、 17、 20は 上～中位 よ り出

土 した。出土遺物 より、構築時期は縄皮後期前葉 と考えられる。
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第422号 土壕 (第58図 )

発掘区南部の R-101、 102グ リッドに位置する。第404号竪穴住居跡床面において、421号土

墳と重複 して確認 された。新旧関係は本遺構が古い。平面形は短径 76c■ lの楕円形を呈 し、長軸

方向はN-8°一Wである。堆積土は 3ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁 はほぼ垂直

に立ち上が り、住居跡床面からの壁高は26.lcmを 測る。底面はV層 より成 り、ほぼ平坦である。

遺物は出土 しなかった。

第423号 土装 (第58図 )

発掘区南部のR-101グ リッドに位置 し、第404号竪穴住居跡床面において確認 された。平面

形は89× 94cmの 円形を呈する。堆積土は 4ブロックに区分でき、人為堆積 と考えられる。壁は

ほぼ垂直 に立ち上が り、住居跡床面からの壁高は26.Ocmを 演1る 。底面はV層か ら成 り、ほぼ平

坦である。遺物 は出土 しなかった。

第429号 土墳 (第 50図、63図49～ 51、 64図 21、 26、 65図 21)

発掘区南部のR-101グ リッドに位置し、Id層上面で確認された。遺構南側は第419A号 フラ

スコ状土墳により破壊 されている。平面形は短軸67cmを 涸1る 隅丸方形 と考えられ、長軸方向は

N-18° 一Wである。堆積土は黒褐色の単一層で、人為堆積を呈する。壁 はほぼ垂直に立ち上が

り、壁高は42.4cmを 測 る。底面はV層か ら成 り、ほぼ平坦で堅 くしまっている。

土墳内より土器片約10点、磨製石斧、掻器各 1点、土器片利用の板状土製品 1点が出土 した。

出土遺物及び新旧関係 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第430号 土堀 (第58図、63図52～ 55、 65図 22、 23、 28)

発掘区南部のR-102グ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認された。第404号竪穴住居跡 と重

複 し、本遺構が古い。平面形 は短径78cm、 推定長径94cmを 測 る楕円形 を呈 し、長軸方向はN
-8°一Wである。壁 はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は44.6cmを 測る。底面はV層から成 り、平

娼で堅 くしまっている。

土渡内より土器片 4点、土器片利用の板状土製品 2点、軽石製石製品 1点が出土 した。出土

遺物及び新旧関係 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第431号 土壌 (第 58図、63図 56、 65図 18)

発掘区南部の R-103グ リッドに位置 し、 Ⅲd層上面において、第432号土墳 とともに確認 さ

れた。新 旧関係 は本遺構が新 しい。平面形 は64× 100cmの 隅丸方形 を呈 し、長軸 方向はN
-74°一Wである。堆積土は 5ブロックに区分でき、人為堆積 を呈する。西壁 は若干入 り込み、

フラスコ状を呈 し、壁高は73.7cmを 測る。底面はV層 より成 り、西から東側へ若干傾斜 してい

る。

土獲内より土器片約50点、土器片利用の板状土製品 1点が出土 した。出土遺物及び新旧関係
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f「 、言薬≒
=`ま

疑文後期前葉 と考えられる。

第432号土項 貫58図、63図 57～ 60、 65図 31)

発三二言
=三

R-103グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面において確認された。遺構北西倶1は第431

号三項 ,こ 三 f=壊 されている。また、柱穴状 ピット64と 重複 している。平面形は106× 116cmの

≡itit舌三 し、長
=方

向はN-2°一Wである。堆積土は 5ブロックに区分でき、人為堆積を

三すを=壁 ま.ま |ヨ 垂直に立ち上が り、壁高は49.lcmを 測る。底面はV層から成 り、やや凹凸が

二 :三  ´まつて 、1る 。

三石
=よ

j三曇 ■:110点 、球状石製品 1点が出上 した。出土遺物及び新旧関係 より、構築時

=|ま
毛文後

=言
葉 と考えられる。

第433号土壌 (第 58図、60図 4、 63図 61)

発拒区言部の S-103グ リッドに位置 し、 胸 層上面において確認 された。平面形は径72cmの

円形を三する。堆積土は 2ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、壁高 は29 2cmを 測 る。底面はV層 より成 り、平坦である。

土損内より復元土器 1点、土器片約20点が出土した。 4は 10個の頂部を有する波状口縁の深

鉢形土器で、隆沈文によ.る 長方形文、円文で上下に区画 された文様帯には、沈線による曲線文、

弧状文が施文されている。推定回径は29.8cmを 計 り、色調は黒褐色、焼成は良好である。出土

遺物 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第434号土壌 (第58図、63図62～ 66、 68、 65図 19)

発掘区南部の S-102、 103グ リッドに位置 し、 Id層上面で確認 された。第402号建物跡、第

407号配石遺構 と重複 し、本遺構は407号配石遺構 より新 しい。平面形は80× 136cl■ の方形を呈 し、

長軸方向はN-1°一Wである。堆積土は 4ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。北、東壁

はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は28.8cmを 沢1る 。底面 はV層上面から成 り、ほぼ平坦で堅 くし

まっている。

土墳内より土器片約90点、土器片利用の板状土製品 1点が出土 した。出土遺物及び新旧関係

より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第435号土壌 (第 58図、63図 72、 64図 25)

発三X南部の S-101グ リッドに位置 し、第406号竪穴住居跡床面で確認された。第406、 407

号三穴住居跡、401号建物跡 と重複 し、本遺構は401号建物跡 より新 しく、他の遺構 より古い。

平百形 :ま 71X102mの 楕円形を呈 し、長軸方向はN-24°一Wである。堆積土は 5ブロックに区分

でき、ノ、為堆積 を呈する。壁 は外傾 して立ち上が り、住居跡床面からの壁高は37.2cmを 測る。

三百 1ま V層 より成 り、やや凹凸があ り堅 くしまっている。

土積内より土器片 1点、掻器 1点を出土 した。出土遺物及び新旧関係より、構築時期は縄文
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後期前葉 と考えられる。

第436号土渡 (第58図、63図69～ 71、 64図 9)

発■区東部のR-107グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、 Ⅲd層下面で

菫三 したc平百形は径110cmの 円形を呈する。堆積土は黒色の単一層で、人為堆積 と考えられる。

董 ,ま ■■援やかに立ち上が り、壁高は23 8cmを 測る。底面はV層 より成 り、平坦でやや軟弱で

ろるこ

三墳六より土器片約20点、掻器 1点を出土 した。出土遺物 より、構築時期は縄文後期前葉 と

考えられる。

第437号土墳 (第 58図、63図 67、 73～ 75、 64図 16、 22、 65図 24、 26、 29)

発掘区東部の R-106グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、 Ⅲd層 中位で

確認 した。第438号土振、柱穴状 ピット82と 重複 し、本遺構はいずれよりも新 しい。平面形は100×

139cmの楕円形を呈 し、長軸方向はN-28°一Wである。堆積土は 2ブロックに区分でき、人為堆

積を呈する。壁は緩やかに立ち上が り、壁高は20.3cmを 測る。土墳内より5～ 16cm大 の自然石

29個が確認 された。底面はⅣ層から成 り、ほぼ平坦で堅 くしまっている。

土墳内より土器片約140点、掻器 2点、土器片利用の板状土製品 1点、その他の石製品 2点 を

出土した。出土遺物及び新旧関係 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第438号土墳 (第58図、63図 76、 77)

発掘区東部のR-106グ リッドに位置する。確認状況は第401号土墳 と同様で、 胸 層中位で

確認 した。第437号土損 と重複 し、本遺構が古い。平面形は短径97cmを測る楕円形を呈 し、長軸

方向はN-58°一Eである。堆積土は黒色の単一層で、人為堆積を呈する。壁 は緩やかに立ち上

がり、壁高は17.Ocmを 沢1る 。底面はⅣ層より成 り、凹凸がありやや軟弱である。

土獲内より土器片約30点 を出土 した。出土遺物及び新旧関係 より、構築時期は縄文後期前葉

と考えられる。

第鵜9号土墳 (第 58図、63図 78、 79)

発掘区南部のR-103グ リッドに位置 し、 llld層 上面で確認 した。平面形は径88cmの 円形 を呈

する。堆積土は 4ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上が り、壁高

は33 2cmを 測る。底面はV層から成 り、ほケF平坦である。

土墳内より土器片 4点が出土した。出土遺物 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第黎0号土堀 (第 58図、63図 81、 65図 25)

発掘区南部の R-103、 104グ リッドに位置 し、 胸 層上面で確認された。 平面形は101× 131

cmの隅丸方形を呈 し、長軸方向はN-72°一 Eである。堆積土は 6ブロックに区分でき、人為堆

積を呈するc壁 はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は35.5cmである。底面はV層 より成 り、ほぼ平
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第59図  土境実測図 (3)

坦で堅くしまっている。

土墳内より土器片 8点、円盤状石製品 1点が出土した。出土遺物より、構築時期は縄文後期

前葉と考えられる。

第

“

1号土墳 (第 58図 )

発掘区南部のS-103グ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認された。平面形は100× 113cmの 円

形を呈する。堆積土は 5ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上が り、

壁高は32 4cmを 測る。底面より23× 36cm大 の自然石が確認された。底面はV層 より成り、北東

から南西側へ若干傾斜している。
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二讐I∫  三≡=6点が出土した。出土遺物より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

弄単[号土項 勇58図、63図 82)

発三二百三二R-100、 101グ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認された。第443号土墳、柱穴

三
=二

重項 し、本遺構はいずれよりも新 しい。平面形は99× 107cmの 円形を呈する。堆積

=~= 「
こX分でき、人為堆積を呈する。壁 はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は72.5cmを

=≡≡ まV tttゝ ら或 り、やや凹凸がある。

三項 tよ 「三署 ■ 1点が出土した。出土遺物 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第■3号土壕 1勇 58図 )

発[三言三ER-100、 101グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認された。第408号竪穴住居跡、

三
=4]号

土頂、三穴状ビット32～ 34と 重複 し、本遺構はピット32、 33よ り新 しく442号土墳 より

言●こまた108号住署跡より新 しいと考えられる。平面形は長径127cmを 測る楕円形 と考えられ、

長≡it.ま N-17・― Eである。堆積土は 4ブロックに区分で き、人為堆積を呈する。底面 はV

言よ j tt f、 やや鍋底状 を呈 し堅 くしまっている。遺物は出土しなかった。

第

“

5号土環 (第 59図 )

発三X東部の R-105グ リッドに位置し、 Ⅲd層上位で確認 された。平面形は径124cmの 円形

を三するЭなお、遺構南東部は未発掘である。堆積土は13ブ ロックに区分でき、自然堆積 と考

えられる。壁はほぼ垂直に立ち上が り、壁高は121.4cmを 測る。底面はV層から成 り、堅 くしまっ

ている。這物は出土しなかった。

第

“

6号土墳 (第 59図 )

発掘区南部の R-101、 102グ リッドに位置 し、第405号竪穴住居跡床面において確認された。

遺構南側 は404号竪穴住居跡により破壊 されている。平面形は楕円形を呈すると考えられる。堆

積土は 4ブロックに区分でき、人為堆積 を呈する。壁 は緩やかに立ち上が り、住居跡床面から

の壁高 |ま 28 0cmを 測る。底面はV層から成 り、やや軟弱である。遺物は出上 しなかった。

第黎7号土壕 (第 59図 )

発握区南部の R-101、 102グ リッドに位置 し、第405号竪穴住居跡床面で確認 された。448号

土墳 とも重複 してお り、本遺構が新 しい。なお、遺構北側は住居の炉跡保存のため、未発掘で

ある.平百形は楕円形を呈すると考えられ、長軸方向はN-28°一Wである。堆積土は 3ブロッ

ク 1こ 区分でき、人為堆積を呈するc壁 はほぼ垂直に立ち上が り、住居跡床面からの壁高は360

mを演」るc底面はV層か ら成 り、ほぼ平坦である。遺物は出土 しなかった。

第

“

8号土境 (第 59図、63図 80)

発三区南部の R、 S-101、 102グ リッドに位置 し、第405号竪穴住居跡床面で確認された。447

号三言 とも重複 してお り、本遺構が古い。なお、遺構南東側は住居の炉跡保存のため、未発掘
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第61図 土墳出土土器実測図(2)

である。平面形は108× 129cmの 楕円形を呈し、長車由方向はN-19tWで ある。堆積土は10ブ ロッ

クに区分でき、人為堆積を呈する。北壁は、下部は垂直に、上部は外傾して立ち上が り、壁高

は97_6clnを 演1る 。底面はV層 より成り、ほぼ平坦で堅 くしまっている。

土墳内より土器片 1点が出土した。

第449号土壌 (第59図、63図 83、 84)

発掘区南部のS-100グ リッドに位置し、 Ⅲd層上位で確認された。第410号竪穴住居跡、450

号土墳、柱穴状ピット23と 重複し、本遺構は450号土獲より古 く、他の遺構より新しい。平面形

は径102cmの 円形を呈する。堆積土は3ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁は内湾気味

に立ち上がり、壁高は32.5cmを 測る。底面はV層から成 り、やや凹状を呈する。

土墳内より土器片約10点が出土した。出土遺物及び新旧関係より、構築時期は縄文後期前葉

と考えられる。

第450号土墳 (第 59図、60図 3、 63図 85、 65図 30)

発掘区南部の S-100グ リッドに位置し、Ⅲd層上位で確認された。第449号土墳く柱穴状ピッ

ト23と 重複し、本遺構はいずれよりも新しい。平面形は55× 63cmの 円形を呈する。堆積土は3

ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。壁は外傾して立ち上がり、壁高は48.6cmを 沢1る 。中

位南西壁寄 りより18～21cm大 の自然石 2個が確認された。底面はV層から成 り、ほぼ平坦でや

や軟弱である。

土墳内より復元土器 1個、土器片約40点、球状石製品 1点が出土した。 3は蓋形土器で橋状

のつまみを有する。上下端に横位連続刺突文を巡らし、 2条の縦位連続束1突文により4分割さ

れ、さらに区画内に横位連続刺突文を施文 している。なお、蓋中央部は開回している。大きさ

は径22 7cm、 器高12.4cmを 計 り、色調は明褐色、焼成は良好である。器内外面には、スス状炭
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化物が付着 していた。 また、土器片は中位か らの出土がほとんどであった。出土遺物及び新旧

関係 より、構築時期は縄文後期前葉 と考えられる。

第451号 土績 (第 59図、63図 87、 88)

発掘区南部のR-100グ リッドに位置 し、Ⅲd層上位で確認 された。柱穴状 ピット41～ 43と 重

複 し、本遺構はいずれよりも新 しい。平面形は66× 72mの円形を呈する。堆積土は 3ブロック

に区分でき、人為堆積を呈する。壁は外傾 して立ち上が り、東壁は緩やかで、壁高は32.2cmを

測る。底面はV層から成 り、南から北倶1へ若干傾斜 している。また、凹凸はな く堅 くしまって

~1):~1):季
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三讐I=「 :ミ _/土器片が出土した。出土遺物及び新旧関係より、構築時期は縄文後期前葉

二 =`´ ,F_●
=

弄モ1号土壊 声59図、63図 90、 91、 65図 32)

発三二育ぎ =S-lolグ リッドに位置し、 Ⅲd層上面で確認 された。第401号建物跡、柱穴状
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第65図 土墳出土土製品、石製品実測図
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ビット26と 重複 し、本遺構はピット26よ り古い。平面形は長径130.Ocmを 測る楕円形を呈すると

考えられるこ長
=方

向 |ま N-25°一Eである。壁 は外傾 して立ち上が り、壁高は30.5cmを 測 る。

底百 1ま V琶 から或う、やや凹凸があ り堅 くしまっている。

土墳本よう土≡■ 6点、その他の石製品 1点が出土 した。出土遺物及び新旧関係 より、構築

寺オ 1ま 堤丈後
==莫

と考えられる。

第453号 土壇 1第 59図、63図 86、 89、 92、 64図 15、 20、 28)

発打区夷事εQ-106グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認された。柱穴状ピット92と 重複 し、

本遺言が新 し,・ と考えられる。平面形は112× 117cmの 円形を呈する。堆積土は 3ブロックに区

分でき、ノ、為壇積を三する。壁はやや内湾気味に
=ち

上がり、壁高は32.2cmを 測る。底面はV
層上面か ら或 り、ほ |ま平坦で堅 くしまっている

土損内より土器キ約50点、掻器 2点、敲石 1点が出土 した。92は上位より、86は 下位 より出

土 した。 また、土器片の多 くは、中位か ら下位にかけての出土であった。出土遺物 より、構築

時期は縄文後斯前葉 と考えられる。                    (佐 藤 樹 )

7.遺構外出土遺物

(11 土 器 (第66～ 77図 )

Fl区遺構外から|よ 、51個体の復元・図化土器 とダンボール箱42箱の土器破片が出上 した。 こ

れ らの土基 |ま 、縄文時代早期 。前期・後期・晩期に位置づけられるもので、その大半は後期初

頭～前葉の ものが占めている。出土土器の分布 をみると、早期～前期土器は調査区西倶1の台地

際に、F.区 出土土器の主体 を占める後期土器は調査区南半、遺構密集地域か らの出土が多い。

土器と出土層序については、晩期のものは:第Ⅲa～ⅢdlT、 後期初頭～前葉のものは第鵬 ～Ⅲd層上

位、前期～早期のものは第〕Ⅲd層 からと大概 に把握することができた。

土器の分類に関しては、時期 ごとに群別 し、 文様、施文技法等により分類 した。

第 I群 早期の土器

1類 貝殻文、貝殻沈線文系の上器 (第 72図 1～37)

a:貝殻腹縁文を数段にわた り器面に施文するもの (1～ 3)

1は貝殻腹縁文が底辺部 まで及んでいる。器形は尖底深鉢を呈する。胎土には若干の植物繊

維を含んでお り、やや脆い感 じを受ける。色調はにぶい橙色、灰黄褐色を呈する。

b:沈線文 と貝殻腹縁文を組み合せ、菱形文、幾何学的な文様等を施文する土器 (4～32)

沈線の始・終点、または交点に刺突文が施文 されるもの (7、 10他)や、国唇部・ 口縁部内

面に貝殻腹縁文が施文 されるもの (6、 27他)がある。このほかに文様が縦位 に展開し、簡略
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になるもの (%～29)や、刺突文 (30)、 沈線文 (25)のみが施文されるものもある。内面には

貝設による条痕が認められるが、その後ナデがカロえられ、その痕跡が明瞭でないものや、丁寧

なヘラナデが施されるものもある。器形は波状、平、山形口縁の尖底深鉢を呈するが、丸底気

味のもの (2)も みられる。頸部形状は、頸部がすぼまり段を有するもの、内湾気味となるも

の、所謂キャリパー状を呈するものがある。胎上には若干の砂粒を含み、植物繊維の混入はみ

られない。焼成は良好で、堅緻である。色調はにぶい橙色、にぶい責褐色、黒褐色を呈する。

C:員殻の腹縁を上下に移動させた貝殻腹縁連続移動波状文が施文される土器 (33～ 37)

34は波状文施文後に貝殻腹縁を連続移動させた曲線文が付加されている。内面調整は貝殻に

よる条痕がみられるが、その後のナデにより明瞭ではない。胎土には若干の砂粒を含む以外は、

植物繊維の混入はみられない。焼成は良好で、色調はにぶい橙色、灰褐色を呈する。

2類 沈線文の土器 (第72図38～40)

沈線文により文様の描かれる土器 (38～ 40)を一括した。38は単刻線をはさみ、彫 りの浅い

平行沈線が斜位方向、等間隔に施文 されている。内面には横位の条痕がみられる。39、 40は同

一個体で数条の平行沈線が施文されている。胎土には砂粒を含み、植物繊維の混入はみられな

い。焼成は良好で、色調はにぶい黄褐色を呈する。

3類 縄文の土器 (第 73図42～ 64)

a:表裏縄文、縄文一縄文土器といわれる土器 (42～ 52)

器面には単節のRL・ LRの荒い斜縄文が施文されている。内面には外面 と同一原体が胴部

下半に施文されている。内面調整は指頭による圧痕、ナデが認められる。器形は平口縁の尖底

深鉢を呈 し、口縁部がやや外反する。口唇部は平坦で、縄文が施文されている。胎土に若干の砂

粒を含むものと、わずかに植物繊維を含むものがある。焼成は良好で、色調は橙色、にぶい黄

橙色等を呈する。

b:縄の狽1面圧痕文が施文 される土器 (53～ 57、 60γ 62)

54～56は 、無文化された口縁部に縄の圧痕文が施文されている。口唇部はやや肥厚し、外反

ぎみとなっており、上端に縄の圧痕文が施文されている。胎土はきめの細い粘土を用いており、

所謂「粉ふき芋」のように粉をふいている状態である。56、 57、 60は胎土より同一系統 と考え

られ、 0段多条のLR・ RL縄文が施文されている。器形は口縁部、底辺部破片から平口縁を

呈する丸底に近い尖底深鉢 と考えられる。61、 62は同一個体で、施文方向を変えたLR羽状縄

文上に縄の圧痕文が施文 されている。内面には貝殻による条痕がみられる。

C:交差する縄文がみられる土器 (63t64)

同一箇所に縄文原体の方向を変えて、回転施文させたものである。胎土には植物繊維を含み、

脆い感じを受ける。色調はにぶい褐色～黒褐色を呈する。
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I群土毒 |ま 、三
=事

莫～後葉に位置づけられるものである。 la類は寺の沢式、 lb類は物

見台式、 lC類は■■沢式 、 2類はムシリ I式土器に比定されよう。 また Ⅲa類は赤御堂式、

早稲田 4類土碁、三b、 Ic類は早稲田 5類、表館(1)遺跡第X群土器に相当するもの と考えられ

る。

第Ⅱ群 前期 の土器 (第73図65～ 72、 74図 73～90)

1類 地 文上 に沈線文、押 引 き沈線文が施文 される土器 (65～ 85)

沈線文が施文 される土器は、沈線文が口縁部に限定されるもの (65～ 70)と 、ほぼ全域に及

ぶもの (71～77)と がある。地文としてLRL縄文 (65～70、 RL縄文 (71～ 77)が施文されてい

る。器形は回唇部が丸味をもつと同時に先細 りとなり、かるく外反する平口縁の尖底深鉢を呈

するものと考えられる。胎土には多量の植物繊維が含み、脆い感じを受ける。色調はにぶい橙

色等を呈する。

押引き沈線文の土器 (78)は、胴部上半に文様帯をもつようであり、地文 として結東第 1種

の羽状縄文が施文されている。色調は暗赤褐色を呈する。

2類 連続刺突文が施文 される土器 (87、 88)

刺突は棒状工具による。器形は平底の深鉢 と考えられる。胎土はわずかに植物繊維 を含む

が、焼成は良好である。色調はにぶい褐色を呈する。

3類 縄文または特殊な縄文が施文される土器 (86、 89、 91)

86は RL縄文、89は ループ文、90は縄端の圧痕が施文されている。胎土には植物繊維を含む

が、堅緻である。色調は灰黄褐色、にぶい褐色、にぶい橙色を呈する。

Ⅱ群土器は、前期前葉に位置づけされるもので、 1類は春日町式、早稲田 6類、表館(1)遺跡

第XV群 土器、2類、 3類 は表館式に相当するものと考えられる。

第Ⅲ群 後期初頭～前葉の土器 (第66～68図、75図 91～ 122、 76図 123～ 140)

1類  隆沈文、隆線文の上器 (第75図91～ 100)

隆沈文、隆線文により文様が施文 される土器を一括した。隆沈文においては円文 (94)、 長方

形文 (95、 97)、 渦巻文 (93)等が、隆線文においては弧線文 (98)、 長方形文 (99)等が施文

されている。隆線文の帯上には斜縄文が付加されている。これらの文様は、深鉢においては胴

部下半、壺では胴部上半に及んでいる。焼成は良好で、色調はにぶい橙色、淡橙色等を呈する。

2類 地文上に沈線文が施文される土器 (第75図 101～ 104)

地文上に 1～数条の沈線、平行沈線で直線文 (103)、 曲線文、弧線文 (101、 104)、 入組文 (102)
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寺〔:=Tき Flろ ものを一括した。地文としてLR縄文が多用されるが、単軸絡条体回転文、網

≡Fi■ 更ぎ
=ズ

されるものもある。本類は深鉢が主体となる。焼成は良好で、色調は浅黄橙

三、≡■■こを三する。

:写 i諄丈が■文 される土器 (第66図 2～ 4、 67図 9、 75図105～ 117)

=写 二,■ 、■文著磨された器面に 1～数条の沈線、平行沈線により文様が描 きだされるもの

を一モ t́.ま ti、 こ線文等により文様帯が区画されたものも本類 とした。

こ :主 丈様が等間隔に施文される土器 (第66図 3、 5、 7、 67図 8、 10、 75図 107～ 111)

~3_事
丈 13、 5、 7)、 弧線文 (6、 8)等 を主文様 とするものを一括した。これら主文

書 ,ま

=峯
丈、■線文により連結されている。文様帯は深鉢で胴部下半、浅鉢、壺では底辺付近

まで■メ_でぃる。焼成は良好で、色調はにぶい橙色、橙色等を呈する。 3は波状口縁を呈する

深鉢で、文様帯は胴部最張部に施文された隆沈文により上下に区画されている。上部文様帯に

|ま

~S_事
文、下部には曲線文が配置され、これらは弧線文等により連結されている。色調は

橙色を呈 し、回径 (28.5)cm、 器高 (40.0)cmを計る。 7は 口縁部を欠く壺で、文様帯は胴部

最張部まで及んでいる。縦位連結「 S」 字文を主文様 とし、弧線文により主文様を連結させて

いる。色調はにぶい褐色を呈する。 6は波状口縁を呈する深鉢で、 3条の平行沈線により文様

帯が区画されている。文様帯には弧線文を「ウロコ」状に数段にわたり施文している。色調は

にぶい黄褐色を呈する。 5は壺の胴部下半で、 7に類似する文様が展開している。 8は平口縁

の深鉢で、文様帯は平行沈線により胴部下半に区画されている。文様帯には 4条の平行沈線を

垂下させ、これに弧線文を対崎させて主文様 としており、空白部分に渦巻文 。三角形文が付加

されている。色調は橙色を呈 し、日径 (292)cmを計る。

b:沈線文が無方向に展開する土器 (第66図 2、 71図 40、 75図 106)

2は波状口縁を呈する深鉢で、文様帯は胴部下半まで及んでいる。文様帯には垂下する曲線

文が書かれているほか、頸部には隆沈文により長方形文が施文されている。色調はにぶい黄褐

色を呈する。40は ミニチュア土器で、器面には細い沈線により無方向な文様が施文されている。

色調 |ま にボい橙色を呈 し、口径3:4cm、 器高2 9cmを 計る。

C:曲線文、幾何学文が横位に展開する土器 (第66図 4、 67図 10～ 12、 75図 111、 116)

平行サ線により曲線文、幾何学文が横位に展開するものを一括した。本類には深鉢、壺のほ

か浸鉢、蓋がみられる。文様帯は深鉢で胴部上半、壺、浅鉢で底辺部付近まで及んでいる。 4

1ま 壼の調部下半で、隆沈文により文様帯が区画されている。文様帯内には2～ 3条の擦 り消し

沈長により幾何学文が施文されている。色調はにぶい黄橙色を呈する。10は 2つ の頂部をもつ

浅鉢で、頸部、底辺部に巡 ぐらされた平行沈線文により文様帯が区画されている。主文様 とし

て三繰文が施文 されているほか、弧線文、長方形文が付力日されている。底面にも同心円の沈線
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が 2条巡 ぐらされている。色調はにぶい橙色を呈 し、日径12.lcm、 器高9 3cmを 計 る。11、 12は

蓋の破片で、主文様 として曲線文、長方形文が施文されている。色調はにぶい黄橙色、浅黄橙

色を呈する。

d:格子 目状、斜行平行沈線文の土器 (第67図 9、 75図 112、 114、 115、 117)

格子目状、斜行する平行沈線を施文する土器を一括 した。本類 は波状口縁 を呈する深鉢が主

体 となる。文様帯 は底辺付近 まで及ぶものがある。 9は波状口縁を呈する大型の深鉢で、文様

帯は上下に 2分 されている。上部文様帯には隆沈文により入組文、幾何学文が、下部には格子

目状沈線文が施文 されている。色調はにぶい黄橙色を呈 し、器高 (427)cmを計 る。114は波状

回縁を呈する深鉢で、波頂部から垂下 した沈線 により縦割 りされた区画内には斜行沈線が充填

されている。

4類 磨消縄文を主体 とする土器 (第67図 13、 14、 68図 15、 16、 19、 75図 118～ 122、 76図 123～ 140)

a:主文様が等間隔に施文 される土器 (第67図 13、 68図 15、 75図 118～ 120)

主文様 として円文、弧線文が多用されている。本類 には深鉢、片口土器、壺があり、深鉢が

主体を占める。深鉢、片口土器は胴部上半に、壺は胴部下半に文様帯が区画 されている。沈線

間にはLR縄文が多用、施文 され るほか、磨消部 に刺突 を施 こすものもある。焼成は良好な

ものが多 く、色調 は浅黄橙色、にぶい責橙色等を呈する。13は 波状口縁を呈する壺で、胴部に

2段の文様帯が区画されている。文様帯には円文が等間隔に配置され、空白部に三角形文、波

状文が付加されている。沈線間にはLR縄文が充填されている。口径7 9cm、 器高16 9cmを 計 る。

15は波状口縁を呈する小型の深鉢で、胴部上半に文様帯が区画されている。文様帯 には 2条の

弧線文を背中合せに施文 してお り、沈線間にはLR縄文、磨消部に刺突文が充填・施文されて

いる。焼成は良好で、色調は灰黄褐色を呈する。口径 11.2cm、 器高11 6cmを 計る。

b:幾何学文、曲線文が横位に展開する土器 (第67図 14、 68図 16、 19、 75図 121～ 122、 76図

123^V129、  137-139)

帯状文 により曲線文、幾何学文等が横位方向に展開する土器を一括 した。主文様のほかに花

弁状文、刺突文が付加されるものや、波状口縁の頂部に刻目を施文するものがある。沈線間に

は、 R縄文、 LR縄文 が多用、施文 されている。文様帯は深鉢、壺が胴部上半、蓋ではほぼ全

面に区画 されている。本類は深鉢が主体 となる。焼成は良好で、色調は明黄褐色、橙色等を呈

する。14は波状回縁を呈する深鉢で、頂部に刻目が施 されている。文様帯は 3条の平行沈線に

より胴部上半に区画されてお り、長方形文が施文 されている。沈線内にはR縄文が充填されて

いる。16は 蓋で、器面に曲線文が施文されてお り、沈線内には R糸電文が充填されている。 19は

波状口縁を呈する大型の深鉢で、 3～ 4条の平行沈線により頸部、胴部上半に文様帯が区画さ

れている。頸部文様帯には花弁状文、胴部には階段状文が施文 されている。沈線内にはLR縄
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文が施文 されている。日径33.7cm、 器高40.Ocmを 計る。121、 123は曲線文が施文されたもので、

入組文の萌芽が伺える。また137～ 139は本類の特徴をもつものであるが、沈線間に条痕文が充

填されている。

C:入組状曲線文が展開する土器 (第 76図 130～ 133)

曲線文を組み合せ、入組文を展開するものを一括した。主文様 となる入組文のほか花弁状文、

弧線文等が付加されるものや、口唇部に刻目が施されたものもある。 2～ 3条の平行沈線によ

り、深鉢、壺は胴部上半に文様帯が区画されるが、浅鉢では胴部全域に及ぶものもある。沈線

間にはLR縄文が多用、施文されている。焼成は良好で、色調はにぶい橙色、淡黄褐色等を呈

する。130は 浅鉢で、磨消部分が反転 している。

本群の上器は、東北地方北部の前十腰内式、十腰内 I式、南部の宮戸 I式、南境式に相当す

ると考えられる。

第Ⅳ群 後期中葉～後葉の土器

1類 幅の広い帯状文の土器 (第76図 140～ 143)

幅の広い帯状文により曲線文、幾何学文が施文されるものを一括した。ttШ群 4類、本群 3

類 とは、沈線の太さ、口唇部の形状により区分される。頸部に段を有し「朝顔」状に開くもの、

胴部から回縁部が大きく外反する深鉢が本類を占めている。口縁部は山形口縁を呈するものが

みられ、装飾突起をもつもの (141)も ある。沈線間には条の細かいLR縄文が多用、施文され

ている。焼成は良好 とはいえず、脆い感じを受ける。色調は赤褐色、にぶい黄褐色等を呈する。

2類 平行沈線が施文される土器 (第 68図 17、 76図 144)

口縁部、胴部上半に間隔の狭い平行沈線を施文 した土器を本類 とした。深鉢、筒形土器がみ

られる。 17は 平口縁の筒形土器で、胴部上半に 4条の平行沈線文が描かれており、地文 とし

てLR縄文が施文されている。色調はにぶい橙色を呈する。144は頸部に段を有し、回縁部が「朝

顔」状に開 く深鉢 と考えられる。山形口縁を呈 し、日唇部は肥厚となっている。沈線文は口縁

部上端に巡らされ、沈線間には条のこまかいLR縄文が充填・施文されている。焼成は良好で、

色調はにぶい黄橙色を呈する。

3類 磨消縄文の土器 (第76図 145、 146)

器面に曲線的な沈線で描 きだされた幾何学的な磨消縄文が施文 された土器を一括した。本群

1類 とは沈線の太さ、日唇部形状で区分される。文様帯は回縁部、胴部に区画され、主文様 と

して、円形文、変形楕円形文 (145、 146)等 が施文されている。沈線内には条の細かいLR縄
文が多用、施文されている。本類は回縁部が「朝顔」状に開き、日唇部が肥厚する深鉢が主体
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を占めるものと考えられる。焼成は良好なものが多 く、色調は淡黄橙色、にぶい黄橙等を呈す

る。

4類 磨消繹文 に刺突が伴 う土器 (第68図 18、 76図 147～ 149)

本群 3類に類似 した文様が施文 され、沈線内の縄文部分に刺突が連ねられた土器を一括 した。

沈線内にはLR縄文が多用、施文されている。刺突は竹管、半竹管状の工具が使用されている。

本類は、日縁部が「朝顔」状 に開き、口唇部が肥厚する深鉢が主本を占めるもの と考えられ、

波状口縁の頂部に立体的な装飾突起 をもつもの (18)も ある。焼成は良好 とはいえず、脆い感

じを受ける。色調 は赤褐色を呈するものが多い。

5類 沈線文系の土器 (第 76図 150)

150は 口縁部上端に隆線文を巡 らし、帯上に単刻線が施文されている。焼成は非常に良好で色

調は黄灰色を呈する。

6類 羽状縄文を特徴 とす る土器 (第76図 151、 152、 77図 153～ 155)

文様帯 に曲線文を組み合せた、楕円形文、木の葉形状文が施文 された土器を一括 した。沈線

内にはLR、 RL縄文 の回転施文による羽状縄文が充填されている。151～155は同一個体で、

胴部が内湾 して立ち上が り、さらに口縁部が内湾 しながら外反する深鉢 と考えられるものであ

る。口縁部は波状 を呈 し、頂部には装飾突起がみられる。口唇部は丸味をもち、肥厚 している。

焼成は良好 とはいえず、器面の荒は著 しい。色調は黄橙色～にぶい黄橙色を呈する。

本群にはミ縄文後期中葉～後葉に位置づけられる土器を一括 した。 1～ 5類は東北地方北部

の十腰内Ⅱ式、Ⅲ式、南部の宝ケ峰式、関東地方のカロ曽利 Bl式、B2式 に、 6類 は十腰内IV式、

V式、カロ曽利 B3式にそれぞれ相当するものと考えられる。

第V群 晩期の_土器 (第68図、77図 )

1類 三叉文等が施文 される土器 (第77図 156～ 160)

三叉文、T字 文が施文 される土器 を一括 した。156、 157は注口土器破片で、浮 き彫 り的な

手法によ りχ字文等が施文 されてい る。色調 は明灰褐色を呈する。158～ 160は胴部が内湾気

味に立ち上がる鉢でヽ無文化された口縁部に三叉文が施文されている。色調は灰褐色、にぶい

褐色等を呈する。

2類 羊歯状文の土器 (第68図 21、 77図 163)

163は 、内湾気味に立ち上がる鉢で、無文化された口縁部に羊歯状文が施文 されるほか、回唇

部に亥」みが施 されている。色調はにぶい褐色を呈する。21は台付土器の台部で透 し彫的手法に

より羊歯状文が施文 されている。色調は橙色を呈する。
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第67図 遺構外出土土器実測図(2)
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第69図 遺構外出土土器実測図(4)
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第70図 遺構外出土土器実測図(5)

0             5cm

第71図 遺構外出土土器実測図(6)   ~
3類 雲形文が施文 される土器 (第68図 22、 77図 161、 162、 164～ 168)

大腿骨状文、K字状文など所謂雲形文が施文 されるものを一括 した。雲形文内には条の細か

いRL、 LR縄文が施文 されている。本類 は鉢、台付鉢が主体 となるが皿状を呈するもの (165、

167、 168)も ある。焼成は非常に良好で、色調はにぶい黄褐色、黒褐色を呈する。22は 台付鉢

で、胴部が内湾気味に立ち上が り、口縁部は短か く外反する。胴部上半に文様帯 をもち雲形文

が描かれ、LR縄文が施文 されている。164は鉢で、胴部には雲形文、頸部には退化 した羊歯状

文が施文 されている。いずれも焼成は良好で、色調は黒褐色を呈する。なお161、 162は本群第

3類に入れるべきもの と考えられるが、頸部に施文された羊歯状文が退化 していることから本

類 とした。頸部に施文 された平行沈線間には亥」目が充填されている。

本群土器は、晩期初頭から前葉に位置づけられるもので、 1類 は大洞 B式、 2類 は大洞BC

式、 3類 は大洞 Ci式 にそれぞれ相当するもの と考えられる.

第Ⅵ群 後期～晩期の土器 (第69～71図、77図 )

本群には、条痕文、撚糸文、縄文、無文土器を一括した。時期別の細分は難しいが、明確な
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ものについては記 した。数量的には非常に多 く出土 している。

l類 条痕文の土器 (第77図169～ 172)

本類は、平口縁の深鉢が主体を占めている。条痕は器面に対 し縦位、斜位、曲線的に施文 さ

れている。口縁部に無文帯を残す もの、上端より施文するものがある。焼成は良好なものが多

い。色調は灰責褐色、橙色を呈する。172は 縦位、斜位の条痕を組み合せた文様が施文されてい

る。

2類 撚糸文の上器 (第66図 1、 77図175～ 180)

単軸絡条体回転文、網 目状撚糸文が施文 されるものを一括 した。本類は平口縁を呈する深鉢

が主体を占めているが、壺 もみられる。 L・ R原体が使用されている。焼成は良好なものが多

く、色調はにぶい橙色、灰黄褐色等を呈する。 1は平口縁の壺で、胴部上端には隆沈文により

長方形文が施文されている。177、 179、 180は頸部に境界文 として沈線文、撚糸圧痕文が施文 さ

れている。
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3類 縄文の土器 (第68図 20、 23～ 25、 69図26～ 30、 77図 173、 174、 181～ 183)

本類には、無節、単節、複節縄文の施文 された土器を一括 した。

a:無節の土器 (第 69図 30、 77図 173、 174)

平口縁を呈する深鉢、鉢がみられる。器形 は口縁部が外反するもの と、直線的に立ち上がる

ものがある。 L縄文が多用され、口縁部上端より施文 されるものが多い。焼成は良好で、色調

はにぶい責褐色、灰黄褐色を呈する。30は 無文化された口縁部に撚糸圧痕文が施文 されている。

b:単節の土器 (第68図 20、 23～ 25、 69図26～ 29、 77図 181～ 183)

深鉢、鉢、浅鉢、壺がみられ、深鉢が主体 となる。深鉢は平、波状、山形口縁を呈 し、頸部

がすぼまりその後外反するものや、内湾気味に立ち上がるものがみられる。LR縄文が多用される

ほか特殊な縄文 もみられる。縄文は口縁部上端から施文 されるものが多いが、頸部に沈線文、

撚糸圧痕文を施 こし境界文 とするものがある。焼成は良好なものが多い。色調は橙色、にぶい

責橙色等を呈する。29は 0段 2+1段 L縄文を撚った特殊な縄文 が施文 されている。口径18.9

cm、 器高12.4cmを 計る。なお20、 26、 28は第V群土器に伴 うものと考えられる。

C:複節の土器 (第77図 184)

全体の出土量から比較すると極めて少ない。184は平口縁を呈する深鉢で、日縁部上端 よりR

LR縄文が施文 されている。焼成は良好で、色調は褐灰色を呈する。

4類 無文の土器 (第 69図31～ 33、 70図34～ 37、 71図 38、 39、 41、 42)

深鉢、鉢、浅鉢、壺のほか ミニチュア土器がみられる。深鉢は平口縁を呈するものが多いが

波状口縁を呈 して、「朝顔」状に開 くもの (37)も みられる。焼成は良好で、色調は橙色、にぶ

い橙色等を呈する。なお、37は第Ⅳ群土器に伴 うもの と考えられる。     (藤 井安正 )

(2)石  器

F.区遺構外から出土 した石器は、石鏃70点、石錐17点、石匙15点、箆状石器 8点、掻器265点 、

磨製石斧15点、石錘15点、凹石49点、石皿14点、磨石79点、敲石17点、 トランシェ様石器 1点、

半円状扁平打製石器 3点の計568点が出土 した。

石鏃 (第78図 1～26)

70点出土 し、約 5割が完形品である。茎部、基部形態から次のように分類 した。

I類一無茎鏃のもの

a一基部に扶入のある凹基無茎鏃で、 3点出土 し、すべて欠損品である。基部のえぐりは

やや深いものと浅いもの とがある。 (1、 2)

b一基部が直線的な平基無茎鏃で、 2点出土 した。いずれも調整はそれほどていねいでは

な く、大 きさは長さ29～ 4.lcm、 幅1.0～ 2.4cm、 重さ0.8～ 5.2gを計 る。 (3)
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Ⅱ類一有茎銭の もの

a―基部に扶入のある凹基有茎鏃で、22点出土 した。基部のえぐりは深いもの と浅いもの

とがある。側縁部はやや丸味を帯びるもの、直線的なものがあり、なかには先端部側縁

が有段 となるものも認められる。大 きさは長さ1,7～ 4.Ocm、 幅1.o～ 1.8cm、 重さ0.7～ 2

9gを 計る。 (14～ 18)

b―基部が直線的な平基有茎鏃で、23点が出土 した。側縁部は直線的なものが多 く、大き

さは長さ2.0～4.9cm、 幅1.0～ 1 9cm、 重さo.6～ 2.Ogを計る。 (lo、 19～ 25)

C―基部が突出する凸基有茎鏃で、12点が出土 した。大 きさは長さ23～4_9cm、 幅08～ 1.

8cm、 重さ0_9～ 4.2gを計る。 (8、 9、 11、 12)

Ⅲ類一茎部の作 り出しが不明瞭なもの

a―基部が尖る尖基鏃、所言胃柳葉形を呈するもので、 7点出土 した。断面は扁平なものと

菱形のもの とがある。大きさは3.9～5.4cm、 幅0.9～1 4cm、 重さ1.2～5.lgを 計る。(5

～ 7)

b―基部が丸味を帯びる円基鏃で、1点が出土 した。調整はやや粗 く、大きさは長さ2.8cm、

幅2.2cm、 重さ1.5gを計る。 (4)

石鏃に用いられる石材 は硬質頁岩が53点 と多 く、珪質頁岩、黒色頁岩、チャー トと続 く。ア

スファル トの付着 しているものが10点確認 されたが、 これらのほとんどは茎部及び茎部付近に

付着 していた。

石錐 (第78図26～ 35)

17点が出土した。形態より3分類 した。

I類一つまみ部を有するものである。

a一錐部が基部から先端 まで同 じ太さで長いもの。 (30～ 35)

b一錐部が先細 りとな り短いもの。 (27、 28)

Ⅱ類一全体の形状が棒状になるもの。 (26、 29)

使用 される石材は硬質頁岩が15点 と多 く、珪質頁岩、チャー トと続 く。

石匙 (第78図 36～ 41、 79図 42～ 50)

15点出上 した。形態より3分類 した。

I類一つまみ部が刃部に対 し、平行に作 りだされる所謂縦型石匙である。 (38、 42～ 48)

Ⅱ類一つまみ部が刃部に対 し、直交する所謂横型石匙である。 (49、 50)

Ⅲ類―小型で、円形 をなす刃部が作 りだされるもの。 (36、 37、 39～ 41)

使用される石材 はすべて硬質頁岩である。アスファル トが付着 しているものが 2点 (37、 43)

認められた。また、43の左側縁刃部には、油脂 によると考えられる光沢が有る。

-91-



箆状石器 (第79図51～ 58)

8点出土 し、形態より2分類 した。

I類一基部が刃部に対 し幅狭になるもので、二等辺三角形、または台形を呈する。 (52～ 58)

Ⅱ類―基部、刃部の幅がほぼ等 しく、長方形を呈する。 (51)

使用される石材 は硬質頁岩 7点、珪質頁岩 1点である。両面加工 しているものが多いが、刃

部まで両面加工が及ぶものは少なく、結果 として片刃が多い。

掻器 (第79図60～83)

265点出土 し、出土石器の中で最 も豊富な量 を誇る。

I類―刃部が 1倶1縁に限定されるもの。 (62～ 68、 70)

Ⅱ類―刃部が 2倶1縁 に及ぶもの。 (69、 71～ 76)

III類一刃部が 3側縁に及ぶもの。 (77～ 79)

Ⅳ類―刃部が側縁全体に及ぶもの。 (80～ 83)

V類―刃部両端に角状の突起 をもつもの。 (60、 61)

掻器 としたが、 これまで不定形石器 と呼ばれているものを一括 した。使用される石材 は硬質

頁岩が219点 と圧
「

1的に多 く、珪質頁岩、黒色頁岩、チャー トと続 く。大 きさ、形はさまざまで

あるが、IV、 V類 としたものは小型で、Ⅳ類 は円形、三カ月状 を呈する。V類 は片面調整で突

起間の刃部は多少湾曲している。大きさは I～Ⅲ類が長さ19～ 11.3cm、 Ⅳ類が長さ2.3～ 3 6cm、

V類が長 さ18～ 4.3cm、 角間の幅1.8～2.2cmを 計る。

磨製石斧 (第80図84～ 92)

15点 出土 し、すべて定角式磨製石斧である。完形品は 4点で、欠損品のうち刃部を欠 くもの

がやや多い。86は 側面両側にそれぞれ 2ヵ 所の扶れ、その中間に若干の凹みがあ り、表裏面に

は側面 と同 じ位置に若千の凹みが認められ、柄への装着を示 している。大 きさは84が最小で長

さ3 9cm、 幅1.6m、 重さ 5gである。他の 3点の大 きさは長さ5.8～ 11.8cm、 幅2.8～ 3.7cm、 重

さ26～ 150gを計る。石材は緑色凝灰岩 6点、石英閃緑 扮岩 5点 で、緑色変岩、硬質頁岩、凝灰

岩 と続 く。

石錘 (第 80図93～ 104)

楕円形の石の両側縁に力日工 を加えたもので、15点出土 した。長軸両端に力日工 しているもの と

短軸両端に加工 しているものとに分ける事ができ、後者が圧倒的に多い。カロエ箇所による大 きさ

の違いはな く長さ5.3～ 12.2cm、 幅3.2～ 7 5cm、 重さ32～352gを 計る。使用 される石材 は石英

閃緑チ分岩が 9点 と多 く、安山岩、石英安山岩、凝灰岩が続 く。なお、101～ 104は判然 としない

が、石錘 またはカロエ途中のものと考えられる。

凹石 (第80図 105～ 110)
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49点出土 した。平面形は円形、楕円形を呈 し、やや扁平なものが多い。片面のみに凹みをも

つものは少なく、両面 に 1～ 3個の凹みをもつ。110は 表裏面及び両側面に、それぞれ 2個 の凹

みをもつ。火熱を受けているものが数例認められた。使用される石材は閃緑〕分岩が34点 と多 く、

緑色凝灰岩、流紋岩が各 3点、凝灰岩質泥岩、石英安山岩、泥岩、変朽安山岩 が各 2点、凝灰

岩が 1点 である。大 きさは長 さ4.9～ 17.5cm、 幅3.9～9.6釧、重さ44～950gで ある。

石皿 (第 81図 118～ 123)

14点出土 した。使用面 と倶1縁部が明瞭に区画 されているもの と、そうでないものの 2形態に

分ける事ができる。前者の側縁部の高まりは、非常に顕著なものから若干のものまであり、高

まり直下には沈線状の整形痕が認 められるもの もある。また、中央部が磨 り減って、非常に薄

くなっているものがある。後者には、両面を使用しているもの も認められる。石材は凝灰質泥

岩 5点、緑色凝灰岩 4点、安山岩、石英安山岩、凝灰岩、石英閃緑玲岩、泥岩各 1点である。

磨石 (第 81図 111～ 117)

79点出土 した。形状 により2分類 した。

I類―円形、楕円形を呈するもの。 (111～ 113、 117)

Ⅱ類一三角柱状 を呈するもの。 (114～ 116)

I類 は平坦な表裏 2面を使用するものが多いが、全面を使用 し球状 となるものもある。113は

断面が長方形状 を呈 し、倶I面及び表裏面 を使用 している。裏面中央には 1個の凹みをもつ。117

も断面が長方形状を呈する。使用面は側面で、一部自然面を残 している。また使用面には剥離

痕が認められる。Ⅱ類 は背稜部を使用面 としてお り、 1稜だけのもの、 2稜 を使用 しているも

のがある。使用面には象」離痕が認 められる。大 きさはⅡ類がやや大きめのものが多いが、全体

的には相当のばらつきがある。使使用される石材 は石英閃緑チ分岩45点、凝灰岩15点で、緑色凝

灰岩、安山岩、石英安山岩、石英斑岩、凝灰質泥岩、粗粒玄武岩、花商閃緑岩、硬質頁岩 と続

く。

敲  石

やや棒状 を呈する石の両端を使用しているものが多 く、側縁部に剥離痕が認められるものも

ある。また、凹石の両端に使用痕の認められるものも大分ある。17点出土 し、使用される石材

は石英閃緑色チ分岩が15点 と圧倒的に多い。

トランシェ様石器 (第79図 59)

泉」離面 を刃部 として使用 してお り、直刃斧 とも呼ばれる。刃部 は直線的で、大きさは長 さ7.

8cm、 幅4.2cm、 重 さ42gを計 る。石材 は黒色頁岩である。 1点のみの出土である。

半円状属平打製石器 (第 81図 124～ 126)

3点出土 した。荒い打ち欠きだけのものと、打ち欠き後の摩擦痕が認められるもの とがある。
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124は 全局を打ち欠いた後、同じく全周を擦 りにより整形 している。使用される石材は緑色凝灰

岩 2点 、石莫閃緑扮岩 1点 である。大きさは長さ14.5～ 189品、幅7.0～ 12 6cm、 重さ695～ 800

gを計るc

(3)土製品・石製品

Fl区遺構外から出土した土製品は耳飾 り5点、,装飾品 1点、土偶 4点、足形付土版 1点、土

器片利用の板状土製品287点、鐸形土製品 7点 の計305点 である。石製品は有子L石製品 5点、岩

偶 1点、線描石 1点、線刻石 1点、石刀 9点、石冠 4点、円盤状石製品28点、球状石製品 6点、

軽石製石製品16点、その他の石製品20点の計91点が出土した。

耳飾 り (第82図 1～ 5)

5点出土 し、全て耳栓である。凹部中央に貫通子しがあるもの (1～ 4)と ないもの (5)と

がある。 1、 2は ほぼ同じ大 きさで、中心部厚が0 1cmと 薄い。 5は片倶1側縁欠損部を研磨によ

り整形している。 また、 2、 6に は赤色顔料が塗布されている。大 きさは表面径1.2～ 2.2cm、

耳柔子L径 0.7～ 1 6cm、 側縁部厚09～ 1 5cm、 中心部厚01～ 1.lcmで ある。 3、 4の胎土は他の

製品に比べ、砂粒 をやや多 く含んでいる。出土地点はR-106、 S-107、 W-106、 W-107、

出土地不明各 1点 である。

土製装飾品 (第82図 6)

逆V字形を呈 し、横方向に貫通孔が穿たれている。無文で、全体的に丸味を帯びている。大

きさは長 さ3.8cm、 幅2.2cm、 厚さ17釧、重さ11 lgを計 り、焼成は良好である。完形品で、R`-99

グリッドから出土 した。

土偶 (第 82図 14～ 17)

14は S-105、 U-105グ リッドより出土 したものが接合 した中空土偶の左足である。沈線に

より足指を、刺突により爪をそれぞれ表現 している。足裏面は平坦で、大 きさは8.0× 5.2cmを

計る。膝及び膝後部が張 り出してお り、膝頭に短沈線が施 されている。また、向歴に径1.Ocmの

貫通孔が穿たれてお り、足首 より上部にはLR糸電文が施文されている。胎土は砂粒を含み、焼

成は良好である。大きさは現存高14 2cm、 膝前後の幅は8.2cmを 計る。16、 17は 体部で、16は 胴

上半部及び脚部は欠失している。胴部には刺突が施 されている。17は三角形状を呈 し、小突起

により乳房が表わされ、首部は若干盛 り上がっている。15は 円筒形を呈する脚部である。焼成

はいずれ も良好で、出土地点は15が T-107、 16が Q-106グ リッド、17は 不明である。

足形付土版 (第 82図 18)

S-104グ リッドより出土 した無文の上製品で、足形付土版の踵側部分 と考 えられる。踵側縁

に径 4 rllnの 貫通孔が、土版 に対 し垂直方向に穿たれている。押捺面は輪郭を工具により整形 し
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たうち、モによるナデの整形が施されている。側面、裏面 も指ナデによる整形がなされ、側面

|ま 七≡ `こ 比べ平坦に整形 している。胎土には砂粒を含み、焼成は良好である。大きさは現存長

63c■、現存幅6 2cm、 厚さ1_lcmを計る。

土器片利用の板状土製品 (第83図 )

土器破片を使用 し、打ち欠き、研磨により整形 しているものである。胴部片を多用 している

が、口縁部片、底部片の利用 も認められる。形状は大 きく円形、三角形、方形に分けることが

できるが、楕円形、扇形、台形、五角形、六角形、三角形の頂点を欠 くものなどがあ り、画一

ではない。出土 した287点 の約 8割を円形が占め、三角形がこれに次 ぐ。研磨加工は全体に及ぶ

ものからごく一部のみのものまであり、その度合は一様ではない。形状 と加工方法の関係 は、円

形が打ち欠き加工だけのものが 8割以上 を占めるのに対 し、それ以外の形状においては打ち欠

き加工 と研磨加工の割合はほぼ同数になる。ただし、打ち欠き加工だけのものは判別 しにくい

ものが多 く、選別基準が曖味になる感は否めない。

文様 は形状、加工方法による差異は認めがた く、当時使用されていた土器文様頻度がそのま

ま反映されるものと考えられる。使用されている土器片は後期前葉のものがほとんどであるが、

早期、晩期のもの も若千見受けられる。大 きさは 3～ 5 cm大が多 く、厚さは、側面のみに加工

が行なわれるため、土器片自体の厚さとなる。

鐸形土製品 (第82図 7～ 13)

7点出上 し、 8と 10は 同一個体 と考えられる。胴部破片の11を 除き、他は全て開口部 と平行

に貫通孔が穿たれている。開口部は円形を呈するもの (9、 12)と 楕円形 (13)と がある。13

は頂部に尾鰭状の突起が作 り出されてお り、開口部長軸 と平行に貫通孔が穿たれている。文様

は横位平行沈線文、同心円文が施文 されている。大 きさは器高7 3cm、 最大胴径39× 4 2cm、 開

口部径2.4× 2 8Cm、 厚 さ0 5cmを 計る。 9、 13の 内面には、スス状炭化物が付着 していた。いず

れ も焼成は良好である。出土地点は 7が X-105、 8、 10が U-106、 9が T-105、 11が不明、

12が Vヽ-107、 13が S-104グ リッドである。

有孔石製品 (第84図 1～ 5)

1、 3、 5はそれぞれ 1個の貫通孔が穿たれている。いずれ も研磨により整形されてお り、

1、 3は 扁平である。 2、 4は穿孔途中のもので、 4は表裏面から加工を行っている。 1、 3、

4は完形品で、大きさは 1が49× 6 5cm、 厚さ0.9cm、 重さ360g、 3が4.1× 4 3cm、 厚さ1 0cm、

重さ200g、  4が 32× 4 3cm、 厚さ1 2cm、 重さ175gを 言十る。石質は 3、  4、 5がツ尼岩、 1、

2が安山岩である。出土地点は 1が Q-108、 2が S-105、 3が T-108、 4がW-108、 5が

V-107グ リッドである。

岩偶 (第 84図 6)
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人体をモチーフしているもの と考えられる。浅い袂 りにより頭部を表わし、両腕は浮彫的に

表現されているc敲打及び工具により整形され、研磨により仕上げられている。円筒形を呈 し、

頭部及び下端部は丸味を帯びる。大 きさは長さ10.3cm、 胴径3.4× 3.8cm、 重さ 167.5gを計る。

石質は凝灰質泥岩 で、出土地点はU-105グ リッドである。

線描石 (第84図 7)

二等辺三角形状を呈する扁平な石製品で、平坦な裏面に黒色顔料により線を描いている。モ

チーフははっきりしないが、まるで鳥が羽を広げているかのように見受けられる。 また、同じ

黒色顔料が塗 り広げられたように付着している。丹念な研磨により整形 されてお り、頂点及び

底辺は丸味を帯び、債1面 は平坦である。大きさは長さ7 7cm、 幅6 9cm、 厚さ1.2cm、 重さ810g

を計る。石質は凝灰質泥岩で、出土地点はS-104グ リッドである。

線刻石 (第84図 8)

S-106グ リッドより出土 したもので、研磨により平坦面を作 り出し、四面体に整形 している。

2面に幅約 5 mmの 直線状の線刻がなされている。線刻は底面には直交するように、側面には平

行に施される。大 きさは64× 6 9cm、 厚さ3.8cm、 重さ116.Ogを 計る。石質は砂質凝灰岩であ

る。

石刀 (第 84図 9～ 17)

9点出土 した。いずれも丹念な研磨により整形されている。 9は柄頭が台形を呈 し、柄背部

は平坦となってお り、その両側縁にある陰刻は背刃部へ と続 く。16に も背刃部に陰刻が施 され

ている。陰刻は9が幅、深さとも l mm、 16が幅 3 1nll、 深 さ l mmを 計 る。背刃部はほぼ平坦なもの

と丸味を帯びるものがあり、断面形は両側面が直線的になるもの と丸味を帯びるもの とがある。

14は 破損部を再研磨 してお り、大 きさは長さ12.4cm、 幅2 5cm、 厚さ1 5cm、 重さ70.Ogを 計 る。

石質は13が紅簾片岩で、他は全て粘板岩である。出土地点は 9が YR-105、 10、 11が S-104、

12が T-105、 13、 17が V-107、 14が S-105、 15がW-104、 16が R二 109グ リッドである。

石冠 (第 86図 70～73)

4点出土 し、全て完形品である。いずれも正面、側面が、頭部から基底部 まで一体 となって

いる。全面 を丹念な研磨により整形 しているが、73の 両佃1面 はやや雑 な作 りで、 凹凸がある。

側面は二等辺三角形を呈 し、底面は長方形、楕円形を呈する。70はやや小形で、正面は半円状

を呈 し、側面はやや丸味を帯びている。71の 両正面中央に、それぞれ 2個の凹みをもつ。大 き

さは70が長さ9.9cm、 幅3 6cm、 高さ6 7cm、 重さ300g、 他が長さ12.0-13 7cm、 1幅4.8～ 6.3cm、

高さ7.5～ 8 5cm、 重さ540～ 860gを計る。石質は70が緑色凝灰岩、71が石英閃緑扮岩、72が火

山礫凝灰岩、73が凝灰岩である。出土地点は70が不明、71が T-108、 72が U-107、 73が U-105

グリッドである。
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円盤状石製品 (第84図 18～ 30、 85図31～ 45)

28点出土 し、 うち17点が完形品である。打ち欠き力日工だけのものと、全面及び一部を研磨加

工 しているものとに分けることができる。打ち欠きカロエだけのものは、扁平な加[Eに適 したもの

を使用している。研磨加工のものは、その度合が様々である。側面は平坦なものと、やや丸味

を帯びるものがあるが、表裏面はほぼ平坦である。大 きさは径2.1～ 5.5cmで、4_5cm前 後が多 く、

厚さは0.6～1_4cmで1 0cm前 後が多い。重 さは 2～62gで、ばらつきがある。石質は泥質凝灰岩

13点、凝灰質泥岩10点、凝灰岩 3点、砂質凝灰岩 2点である。

球状石製品 (第85図 46～ 50)

6点出土 し、 うち 4点が完形品である。研磨により球状にするものと、平坦面を作 り出し多

面体 とす るものがある。 1個 の凹みをもつが、やや不明瞭なものもある。大 きさは径3.2～ 6.7

cm、 高さ2.5～ 5 2cm、 重さ12.5～ 130.Ogを 計る。石質は48が火山礫凝灰岩で、他は全て泥質凝灰

岩である。

軽石製石製品 (第86図 74～ 85)

78、 82は長軸方向縁辺に 1個の貫通子Lを有するもので、82は 丹念な研磨により楕円形に整形

され、断面はかまぼこ状を呈する。大きさは長 さ15 1cm、 幅8 3cm、 厚さ3.3cm、 重さ60_Ogを

計る。84、 85は 短軸縁辺に扶れをもつもので、重さはそれぞれ275g、 450gを計る。これ ら 4

点は浮子 と考えられる。

貫通孔、扶れのないものは12点出土 した。形状、大 きさにはばらつきがあるが、扁平なもの

が多い。79は丹念な研磨により楕円形に整形されてお り、底面、倶1面 は平坦である。大 きさは

長さ15_5cm、 幅10 5cm、 厚さ3.8cm、 重さ220.Ogを 計 る。

その他の石製品 (第85図 51～ 69)

67、 68は石碗を小形にしたような製品で、67は完形品である。68は 回縁部を微隆起状に削 り

出している。67の大 きさは口径4 0cm、 器高2 0cmを 計る。石質はいずれも凝灰岩である。

54、 57～ 62、 64、 66、 69は泥質凝灰岩 を使用 しているやや扁平な製品である。三角形、方形

を呈するもの、不定形なものがあるが、いずれも全面 を研磨整形 している。同様の石材を用い

た製品は、他に 3点出土 してお り、計13点 を数える。

51～ 53、 55、 56は 全面を丹念な研磨により整形 している。 51、 53は 裏面が平坦で、断面はか

まぼこ状 を呈する。63、 65は扁平な石材 を使用 し、その一部を研磨整形 しているものである。

石質は51が頁岩、52がチャー ト、 53、 55が凝灰質泥岩、56が粘板岩である。  (佐 藤 樹 )

- 101 -



―

(D―

1

図

一

甕 以

―

八

5

―
(D「

》《

―

◎

一

uで 3

―
(正)「

》《
ぽり、

7

/鐵、『財、

0                           10Cm

 ヽ   /
、＼、O///ノ



―
 ―

瘍

―

(   111 

「

~~¬ 12

-([詈
)一

 ―
(〔

::]:;)―

_17c__18

-25 - 26_27~128~29 ~30

-OTRI―①l―⑧
ぃ́              「

    )    
に

一∠L―鰤―ご慟―
|― l綱 ~42⌒ 43

-l“ ―
“ ― “

―
l″  性   19帥

第83図 遺構外 出土土製品実恨1図 (2)

-103-

穐一隕陽一晏靱
こ
==三

二ゝ
1  ~ 2  _  3「     、 4 _ 5  -6



⌒ 器、~◎ 6

―
ヽ

・
0

l

|

|

ニ

ー

|

り
16

「

、

∩

∪

〔
＝

‐‐‐
Ｖ

３

―
(〔]])-22 `〔][])二   

一

( ヽ

一
　

　

２‐

・◎

一
　
尺

一一
　

　

〇

ご   、 29     / 
‐   、30

0                     10Cm

RC   lp
l

第84図 遺構外 出土石製品実測図 (1)

-104-

ソ



|つ
ヽ

∪

=

一

―

([[])ヶ

31 -32

―
G「

Ч

(    
、
、
36

□

「

ヽ
Ь ⌒  f――

第85図 遺構外出土石製品実測図 (2)

-105-

-
――



a  =、
s,m

第86図 遺構外出土石製品実測図(3)

-106-



第Vtt Fl区の検出遺構 と出土遺物 (歴史時代)

Fl区 :こ おいて検出された歴史時代の遺構は、竪穴住居跡 4軒、土損 3基である。これらの遺

=|ま
菱査 Xの位置する台地縁辺部に沿って分布 している。

1.竪穴住居跡

第401号 竪穴住居跡 (第87図、91図 1、 4)

≡査区北側、Wox-lo6グ リッドに位置する。Ⅲa層 上面 において浮石層 を内包する黒色土

の落ち込みを確認 した。なお、住居跡北側は調査区外に延びることから未発掘である。

平百形 |ま 方形を呈する。規模は長軸337cl■ 、短軸300cm、 底面積約8.01ポ を測る。主軸方向は

N-70° 一Wである。壁は西壁がわずかに外傾するほかは、ほぼ垂直に立ち上が り、壁高41～ 48

cmを演:る 。床面はカマ ド及びカマ ド前庭部 を除き貼床が施 されてお り、平坦で、堅 く踏みしめ

られていた。床面直上には床材 と考えられる板材 と、 これを覆うように多量の炭化植物 (植物

種 :カ ヤ)力湯忍められた。柱穴は確認できなかった。堆積土は自然堆積で、 6層に分層された。

カマドは南壁中央よりやや西寄 りに設置 されている。カマ ド袖部・天丼部は24～ 32cm大 の扁

平な石を芯材 とし、これに粘土を貼 り付けて構築している。煙道部は燃焼部からゆるやかに壁

外へ延びてお り、半地下式の構造 を呈する。前庭部は径80cmの 略円形を呈 し、焼土粒が充填さ

れていた。

遺物は、住居跡 より復元土器 1点 (第91図 1)、 土器片200余 りが出土 した。 1はヵマ ド北側

より出土 した口縁部が大 きく外傾する長胴の甕形土師器である。胴部から底辺部にかけての外

面には箆肖」り、内面には箆なでの調整が施 されている。底面には木葉痕がみられる。口径17.5

cm、 広径 9 3cm、 器高31 8cm(推定)を測る。色調は橙色を呈する。 4は粘土紐巻 き上げにより

攻形された口縁部が外反する甕形土師器である。胴部外面には軽い箆削 り、内面に横位の箆な

でがtさ れている。

本生署跡の構築時期 は、大湯浮石降下以前、平安時代前半 と考えられる。

第402号 竪穴住居跡 (第 88図、91図 2、 3、 92図 1～ 3、 93図 1、 3、 9、 13、 14、 94図 1～ 5)

妻査区のほぼ中央部、T-lo3グ リッドに位置する。Ⅲa層上面において浮石粒を混入する黒

毛色上の落ち込みと、 これに付設されたカマ ド煙道部 を確認 した。

平百形 は方形を呈する。規模は長軸400cm、 短軸361cm、 床面積129ポ を測る。主軸方向はN
-21・―wである。壁 はいずれも床面 よりほぼ垂直に立ち上が り、壁高は51～57mを 測る。床面

|ま カマ ド及びカマ ド前庭部を除 き貼床が薄 く施 されてお り、平坦で、堅 く踏みじめられていた。

床面直上、特に住居跡北半には多量の炭化 した木材 (樹種 :ヤ ナギ)と 植物 (植物種 :カ ヤ )
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l層 黒色土 (7 5YR%)
2層  黒褐色土(7 5YR%)焼 土粒混入
3層  黒褐色土 (7 5YR%)
4層  黒掲色土(7 5YR%)焼 土粒混入
5層  黒色土(7 5YR%)
6層  黒褐色土 (7 5YR/)

ご

0     50 cm

―
カマド土色

1層  黒色土 (10YR1 7/1)
2層  褐色土 (10YR/)黒 色土を多く合む

3層 黒色土 (10YR%)焼土粒少量混入

4層 暗褐色■ (10YR%)焼 土粒 灰混入
5層  明褐色■ (10YR%)焼 土化する、袖部
6層 黒褐色土(10YR%)焼 土粒 灰混入
7層  暗褐色土 (10YR%)焼 土粒 地山粉少量含む

8層  暗褐色土(10YR%)煙 道部沐占土

9層  黒褐色土(10YR%)

♀        亀
m 

第87図 第401号 竪穴住居跡、カマ ド実測図

が認められた。柱穴は住居跡各隅と各隅間を三分する位置に配置されており、径14～ 20cm、 深

さ13～20cmを 涸1る 。堆積土は自然堆積で 7層 に分層され、各層に浮石粒の混入が認められた。

カマドは南壁中央よりやや西寄 りに設置されている。カマ ド袖部 。天丼部は、20～ 32cm大の

扁平な石を芯材とし、これに粘土を貼 り付けて構築されている。煙道は燃焼部から急角度で壁
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へ二ち上がるc前庭部は120× 70cm、 深 さ 7 cmを測 り、焼土粒 。灰が充填されていた。

遺
=′

ま榎元土器 2点 (第91図 2、 3)、 土師器・縄文土器片442点 (第92図 1～ 3)、 石器17点

男9311、 3、 9、 13、 14)、 板状土製品 5点 (第94図 1～ 5)が出土しているが、該期のも

こである三葬器の出土量は少ない。 2は北東部床面 より出上 したもので、日縁部がわずかに内

湾気豪 |こ 二ち上がる甕形土師器である。胴部上半から底辺部には箆削 り、内面に箆なでの調整
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住居跡土色

1層  黒掲色土 (10YR%)浮 石粒 多量混入

2層  黒褐色土 (10YR%)浮 石粒多量混入

3層 黒褐色土(10YR%)浮 石粒少量混入
4層 嗜褐色土 (10YR%)淳 石粒 地山土少量混入

5層 褐色土 (10YR%)焼 土化する。

6層 暗褐色土(loY R%)浮 石粒 地山土少量混入

7層 黒褐色土(10YR%)浮 石粒 地山土微量混入、炭化物の混入多い

8層  黒褐色土(loYR%)

カマ ド土色

1層  黒色土(7 5YR%)浮 石粒少量混入

2帰 黒褐色土(7 5YR%)粘 土粒を多量混入

3層  にぶい黄褐色土(10YR%)カ マド天丼部崩壊土

4層  にぶい黄橙色上(10YR%)粘 土

5層  暗掲色土 (7 5YR%)焼 土、プロ ック状

6層 褐色土 (10YR%)ホ ム土、熱変イヒする。

7層  にぶい黄橙色土 (10YR%)粘 土、袖部

8層  黒掲色土 l10YR%)炭 化物 浮石粒微量混入

9層 黒色土(10YR/)浮 石粒少量混入
10層  にぶい黄褐色土 (10YR%)

11層  黒色土 (10YR1 7/1)焼 土粒、炭化物混入

第88図 第402号竪穴住居跡 。カマ ド実預1図
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が施されている。底径 11 5cm、 日径 (20.1)cm、 器高 (287)cmを 測る。色調は橙色を呈する。

3は カマ ド内より出土 した甕形土師器で、胴部下半を欠 く。少 し膨 らみのある胴部か ら口縁部

が内湾気味に立ち上が り、胴部外面に軽い箆削 り、内面に箆なでの調整が施 されている。口径

24cmを測 り、色調は橙色を呈するが、二次火熱により褐灰色を呈する部分 もある。

本住居跡の構築時期は、出土遺物、時期決定の鍵 ともいえる浮石の混入か ら、大湯浮石降下

以後の平安時代後半 と考えられる。

第404号 竪穴住居跡  (第89図、91図6～ 8、 92図 4～ 10、 91図 9、 10、 93図 2、 lo～ 12、 15～ 17、 94図 6、 7)

94図 6、 7)

調査区南側、QoR-101、 102グ リッドに位置する。Ⅲa層上面において浮石粒 を混入する

黒色土の落ち込みを確認 した。本住居跡南半は未発掘である。

平面形 は方形を呈するものと考えられる。規模 は北壁長676cmを 演lる 。壁は床面よりほぼ垂直

に立ち上が り、壁高46～55cmを涸1る 。床面は貼床が施 されてお り、平坦で、堅 く踏みしめられ

ていた。床面直上に炭化した本材、植物が散存 して認められた。柱穴は住居跡各隅 と各隅間を

三分する位置にあ り、径33～ 35cm、 深さ17～39cmを 沢lる 。堆積土は自然堆積で10層 に分層され、

各層に浮石粒の混入が認められた。なお、床面において第421号、422号、427号土振が確認 され

た。 これら土墳には住居跡床面から土墳内へ連続する炭化物が認められることから、本住居跡

に伴った付属施設 と判断された。

遺物は、土師器 (第91図 6～ 8)、 縄文土器片 (第92図 4～10)412点、鉄製品 2点 (第91図

9、 10)、 鉄滓 1点、石器 7点 (第93図 2、 10～ 12、 15～ 17)、 板状土製品、石製品 (第94図 6、

7)が出土 したが、該期のものは極めて少ない。 6、 7は床面出上の甕形土師器片である。 6

は膨 らみのほとんどない胴部から直線的に立ち上がるもので、胴部外面に箆削 り、内面に箆な

での調整が施されている。外面に巻 き上げ痕がみられる。色調は橙色を呈する。 7は胴部中ほ

どの破片で、切断を目的 とした沈線がみられる。 8は 回転糸切 り技法によリロクロより切 り離

された塚形土師器で、浅黄橙色を呈する。この他に床面より2点の鉄製品、 1点の鉄滓が出土

した。 9は釘、10は 小刃 と考えられる。

本住居跡の構築時期は、出土遺物、堆積土への浮石の混入状況から、大湯浮石降下以後の平

安時代後半 と考えられる。

第409号 竪穴住居跡 (第90図、92図11～ 14)

調査区東部、Q-106グ リッドに位置する。Ⅱ層上面において黒色土の落ち込みを確認 した。

本住居跡 は、北壁の一部を確認 したのみで、平面形、規模 は不明である。

壁は、床面より垂直に立ち上が り、壁高54cmを 測る。床面は、貼床が施 され、床材 と考えら

れる板材が土層図で確認 された。床面の壁寄 りに、径20cm、 深さ1lmの 柱穴状 ピットと幅 14cm、
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Pit 2

SK421土 色

1層 黒褐色土(10YR%)

2層  炭化物層

3層 黄橙色土(10YR%)

4層 褐色土 (10YR/)

ぐ
´

SK420土色

1層 黒褐色土(10YR%)

2層 掲色土 (10YR/)

S404土 色

1層  黒色上(10YR1 7/1)浮 石粒少量混入

2層  黒色土(10YR%)浮 石粒を1層 より多く含む

3層 黒掲色± 00YR%)炭 化物 焼土粒混入、SK427堆 積土

4層  黒色土(10YR%)地 山粒多量混入

5層 黒色土(10YR/)浮 石粒多量混入

6層 黒褐色± 00YR%)地 山粒、プロ ックを混入

7層 黒色土 (10YR/)浮 石粒 をプロック状 に混入

8層  暗褐色土 (10YR%)地 山粒混入

9層 黒色土(10YR/)地 山粒混入

10層  黒褐色土(10YR%)浮 石粒少量混入

第89図 第404号竪穴住居跡、第420。 421・ 427号土境実測図
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|口  A
I層

Ⅱ層 浮石層

1層  黒色土 (10YR1 7/1)
2層 黒色土 (10YR1 7/1)浮 石粒混入

3層  黒石土 (10YR%)浮 石粒混入

4層  黒褐色土 (10YR%)浮 石粒、地山粒混入

5層  黒褐色土 (10YR%)軟 弱

6層  明褐色土 (7 5YR%)焼 土

7層 黒褐色土 (10YR%)浮 石粒、焼土粒少量混入

8層  黒色土 l10YR%)炭 化 した板材を挟む

9層 黒褐色土 (10YR均 浮石粒、地山粒混入

10層 黒褐色土(10YR%)+黄 褐色土(10YR%)
貼床

11層  黒色土(10Y R%)浮 石粒混入

12層  黒色土(10YR%)浮 石粒混入
13層  黒色土 (10YR1 7/1)浮 石粒多量混入

14層  黒掲色土 (10YR%)

o                    2m

第90図 第409号 竪穴住居跡実測図

深さ 6 cmの 壁濤が確認 された。

遺構内より出土 した遺物は20点 (第92図 11～ 14)と 少なく、その内該期遺物である土師器は

2点である。いずれ も甕形土師器の胴部破片で、外面に箆削 り、内面に箆なでの調整が施 され

ている。

本遺構の時期は、時代決定の鍵層である大湯浮石層を切って構築していることから、平安時

代後半 と考 えられる。

2.土  墳

第420号 土墳 (第89図 )

第404号竪穴住居跡、北側床面において確認 した。平面形は長方形を呈 し、長軸96cm、 短軸83

cm、 深さ28cm、 底面積047ぽを沢1る 。長軸方向はN-78°一 Eである。底面は鍋底状 を呈 し、軟

弱である。壁 は底面より外傾 して立ち上がる。南・北壁面の一音限よ火熱により焼土化 していた。

第421号 土墳 (第 89図 )

第404号竪穴住居跡、西側床面において確認 した。平面形 は長方形を呈 し、長軸 150cm、 短軸

120cm、 深さ62cm、 底面積116ぽを測る。長軸方向はN-11°一Wである。底面は鍋底状を呈 し、

軟弱である。壁は底面 より外 4頃 して立ち上がる。堆積土は炭化物層を境 とし自然 。人為堆積 と

に区別され、4層 に分層された。炭化物層は第404号住居跡床面において認められたもの と一連

のものである。遺物は出土 しなかった。

構築時期は、第404号住居跡 と同様、平安時代後半 と考えられる。
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第94図 第402、

堆積土は 2層 に分層され、層間には第404号住居跡床面 より連続 した炭化物が入 り込んでいた。

遺物は出土 しなかった。

構築時期は、第404号住居跡 と同様、平安時代後半 と考えられる。

第427号土墳 (第 89図 )

第404号竪穴住居跡、床面中央部において確認 した。平面形は長方形を呈 し、長軸 80cm、 短軸

66cm、 深 さ1lcm、 底面積0.4がを測る。長軸方向はN-79°一 Eである。底面は浅い鍋底を呈 し、

軟弱である。壁 は底面 より外傾 して立ち上がる。堆積土は単一層で、上面に炭化物が認められ

た。遺物 は出土 しなかった。

構築時期は、第404号住居跡 と同様、平安時代後半 と考えられる。

3.遺構外出土遺物

遺構 より出土 した土師器は、B4版サイズのナイロン袋で 2袋余 りである。これらは歴史時

代の竪穴住居跡付近、基本層序 I～Ⅲa層 上面から出土 した。。

出土 した土師器は、すべて甕形の破片であ り、その他の器形のものは見あたらなかった。甕

形土師器の口縁部形態は、張 りの小さい胴部からわずかに内湾気味に立ち上がるもののほか、

外反するものがみ られる。器面調整は、胴部外面に、縦位の箆削 りを施 しているが、削 り後箆

なでを施 こすものもある。内面は横位の箆なでを施 こすものが多い。胎土には小石を含む。焼

成は良好で、色調 は橙色～にぶい橙色を呈する。

0            5cm

-
・石製品実測図
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第VI章 自然科学的調査

1。 大湯環状列石周辺の古環境

(D 試料及び処理方法

ここであつかった土壌試料はF.区のR-99グ リッドから採取した腐植土である。試料採取地

点の層序は下位よりⅢd(サ ンプルNo l～ 3)、 Ⅲb(サ ンプルNo 4～ 6)、 Ⅲa(サ ンプルNo 7～ 8)

の 8点 (第95図 )を 採取した。融 処理は土壌 250gを ビーカーにとり、HF処理→水洗い→

アルカリ処理→水洗い→比重分離→水洗い→アセ トリシス処理→水洗い→封入の順に行い、各

試料のプレパラー トを作成した。

(2)分析結果

プンパラー トの検鏡にあたっては通常 400倍で行いて樹木花粉が 250個 以上計数するまで花

粉・胞子を同定したが、全般に出現数が少なくダイアグラムを作成することができなかった。

出現したのは樹木花粉 1科13属、草本花粉 4科で、その他に未同定の花粉 。胞子、腐植され形

態が変化して同定不能の花粉があった。B区の分析量 (大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告書

-2)よ り約 2倍の量を処理したので出現個体数が多 くなったが、今まで述べてきたように、

花粉の乾燥 。物理的な作用・バクテリア等の影響で本来の環境を復元することは容易でないと

考えられる。

今回の分析結果の特徴は、B区の分析では出現しなかった トウヒ属・ スギ属・クリ属の花粉

が検出されたことである。 トウヒ属は現在鹿角盆地では自然植生として存在せず、これからの

データを蓄積して考察する必要がある。遺跡から南方 2 km離れた蛇沢湿原の大湯浮石層直上の

堆積物からもトウヒ属の花粉出現のデータを得ている。スギ属の花粉は本来縄文晩期以降に急

激に増加 してくる傾向にあることはいろいろな知見から言われてきたが、今回の分析 (第96図 )

では個体数が少ないがすべての層準から出現している。遺跡周辺に生育していたのかについて

はトウヒ属同様確定できないが、クリ属については今までの発掘で炭化した堅果がたくさん出

土していることを反映している。 15× 13μ の大きさで他の花粉 より小型で、しぼんでいるものが

多かった。

マツの花粉はすべて二葉マツ類のもので、アカマツと考えられる。アカマツは二次林の主要

構成種でブナ・ミズナラ・コナラ・ケヤキ等の落痢ム葉樹林が大勢を占めていたなかで、二次林も

一応の広が りを見せていたものと考えられる。また、B区の花粉の構成より豊かになり、古植

生復元に資料を提供できたと思う。これからは生活面を中心 とした500g以上の大量の土壌を分

析する段階にきている。次年度は生活面中心に水平に試料を採取し分析したいと考えている。
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採取番号 第96図 検出された花粉化石の固体数
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2。  Fl区Ⅲd～ V層中の礫層について

F.区の Ⅲd～V層中には大小さまざまな礫が混在 している。形は亜円～円礫のものが多い。

礫種は拳大～人頭大の大礫か ら巨礫で比較的バラツキが少ない。平面的に隙間なく敷 きつめら

れた印象で、周囲の堆積状況から自然堆積物 と考えられる。

対岸の腰廻には関上面の特徴である厚 さ20mに達する鳥越二次堆積層が発達 している。鳥越

軽石層中の礫 としては軽石質の円～角礫のものが多い。二次堆積層は地形面に沿って火山灰の

基質の中に各種の礫が混在 している。上部ほど成層しているが、礫の並び方か ら水の作用によ

ると考えられる。礫の大 きさは15～20cm大 が多いが中には120～ 170cmに 達する巨礫 も含 まれる。

Fl区の礫の岩石は安山岩質のものが多いが、他に斑岩類、火山礫凝灰岩、泥岩など二次堆積

層中の礫 と似ていること、Fl区が段丘面の先端部に位置 し、地形的に近 くに流路があった と考

えられること、などからこれ らの礫は水の作用で運ばれてきた可育旨性が高いと考えられる。 し

かし、他の調査区にはこのような礫が認められないことや、 Ⅲd～ V層にわたって存在 してい

ることなど問題点 も多い。今後、周辺地域の調査をすすめ、礫 の供給源 を明らかにしたい。

3.大湯軽石層中の石質岩片について (第97図 )

大湯環状列石周辺遺跡に分布する大湯軽石層 (い わゆる ow-1)に は数枚の層状構造が認め

られるc下部は黒色土 との境界に径 l cm大 の比較的大 きな軽石 を含む層で黒色土 との境 目は

シャープである。中間部は粒径 1～ 3皿の軽石や石質岩片から成る。岩片は灰～黒灰色の不定

角礫状でやや大 きい軽石を混在する。上部は分級が認 められ、上ほど細かい黒灰色岩片から成

る。

このように軽石層 といっても相当量の石質岩片を含んだ層であることがわかる。岩片の量比

は噴出源か らの距離 とどのような関係にあるだろうか。同じ地点でも分級し、より軽石質の部

分 と岩片の多い部分 とに区別 されるが、噴出源の十和田湖周辺 と鹿角市の南部 とでは明 らかに

量比が異なる。

大湯軽石層中か ら偏 りのないように数 10gの 試料 (軽石)を採取 し、飾振 とう器にかけて粒

径 8～ 4 mm(中礫)と 4～ 2皿 (細礫)の ものを取 り出し、それぞれについて軽石 と石質岩片

の個数を比較 した。参考までに oyu lの 上の細粒火山灰である oyu-2に ついても同じように

比較したが中礫の個数が少ないため全体の傾向を調べるに留めた。

その結果は次の とお りである。

(1)同 じ地点か らの試料では粒度の小さいほうが石質岩片の害1合いが高い。45地点のうち43

地点でこの傾向が認められた。

(2)第97図に示すように噴出源から遠 くなるほど軽石の割合いが増力日する。グラフは縦軸に対
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数をとって表示してあり、指数的に増加することがわかる。

13 Ⅲ
‐u-1、 oyu-2と もに同じ(頃向が認められる。

141墳 土源に近い十和田湖周辺では石質岩片の割合いがより高 く、量比 (軽石/岩片)は平

著して 1～ 2と なる。約20姉離れた小坂～大湯地域では量比は 3、 約30kmの花輪付近では量比

|ま ア以上で、ほとんど軽石から成る。

岩片は石英安山岩、安山岩などのもともと十和田火山を形成した岩石 (類質岩片)と 泥岩や

チャー トのように火山起源でない岩石 (異質岩片)に 区別されるが、圧倒的に類質岩片が多い。

一枚の軽石についてみれば、同じ地点に降下する物は空中で飾分けされて同じ大きさのもの

が集められ降下するのではなく、質量の似たものが降下することがわかる。同じ地点では軽石

は比較的大きいものが、岩片は小さいものが降下するといえる。

(2)か ら、噴出源から遠 くなれば粒径が小さくなるとともに、軽石と岩片の量比が変化し、ほ

とんど軽石だけになるということがわかる。すなわち重いものはすぐに降下するのである。

環状列石周辺の量比 (軽石/岩片)は 54/14≒ 3.86であった。

(鎌田健― )

(軽石/岩片)

第97図 噴出源からの距離と (軽石 /石質岩片)の関係

大湯環状列石周辺遺跡
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第Ⅷ章 調査のまとめ

大湯環状列石及びその周辺遺跡は、米代川の一支流である大湯川の南東岸の台地上に位置する。

昭和
"年

から継続されている周辺遺跡の発掘調査も本年度で 6年 目となった。第 1～ 3次調査では、

野中堂環状列石か ら北東300mの地点 (A区 )の配石遺構群の調査に主力が注がれ、全ての配石

下に土墳が伴 うこと、甕棺、副葬品の出土、残存脂肪分析結果等から、これらの配石遺構が配

石墓であることが判明し、さらに構造の類似する野中堂、万座の両環状列石 もまた配石墓の集

合体であろうと推察するに至った。他方、環状列石を総合的かつ多角的に考察する目的で、第

2次調査か らは列石周辺の調査にも着手 し、 4、 5次調査によって、環状列石周囲には規則的

な同心円 (環)状に遺構、遺物が分布し、墓域の周囲に祭祀場域、居住域、遺物の廃棄域 と続

く環状集落の形態を呈するものと考えられた。 しかし調査区設定の制約 もあり、居住域 と想定

される地域か ら竪穴住居跡の検出はできず、列石周辺には居住域がなく、本遺跡は墓域 と祭祀

場域から成 る特殊な遺跡 とする考えも捨て切れずにいた。

このため、本年度の調査は、列石 との位置関係の問題を一時離れ、竪穴住居跡の有無の確認

を主目的 とし、最 も検出の可育旨性の高い、万座環状列石北北西150mの台地縁辺部を調査区の 1

っ (Fl区)と した。また、周辺遺跡北東端の遺構群の南西側への広が りを確認するため、万座

環状列石北東250mの 地点にも調査区 (E4区 )を 設定 した。

調査の結果、 F.区からは縄文時代後期の竪穴住居跡 6軒、石囲炉 3基、建物跡 4棟、柱穴状

ピット76個、立石遺構 1基、集石遺構 3基、配石遺構 4基、焼土遺構23基、Tピ ット1基、フ

ラスコ状土墳 4基、土墳42基、′平安時代の竪穴住居跡 4軒、土墳 3基が検出された。また、遺

構内・外から完形あるいは復元可能の縄文土器87個体、縄文土器片ダンボール箱49箱、石器712

点、土製品373点、石製品117点、復元可能の土師器 3個体、土師器片ダンボール箱1/2箱の出土

があつた。

竪穴住居跡 6軒は、Fl区南西側の沢稼辺部に位置 し、さらに北西及び南方向にその分布が延び

るものと考えられる。竪穴住居跡に一括 したが、第406、 407号竪穴住居跡には炉跡が伴わず、

規模 も他の住居跡より大きいことから、性格の異なる遺構の可育旨性がある。他の竪穴住居跡 は、

径2.7～3.lm規模の円形プランで、壁高が80～ 23 0cmと 掘 り込みが浅い。Ⅲd層上面からの掘

り込みで、深いものでV層 の地山を若干掘 り込む程度で、Ⅳ層にも到しない住居跡 もある。住

居はほぼ中央に石囲炉を有 し、403、 405、 408号住居跡の東～南壁際には石で構築された施設を

もつ等、共通点が多い。

大湯環状列石周辺からは、昭和27年の文化財保護委員会による調査、昭和50年の鹿角市教育

委員会による分布調査により、各 1軒の住居跡が検出されているが、いずれも壁が確認 されず、
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平地式の生吾すの可能性があると報告されてお り、竪穴住居跡 と確認 されたのは今回の調査が

初めてと言えるこ27年 に万座環状列石の北東側隣接地から検出された住居跡 は、その列石 との

位置関係から、D.、 D2区 の調査で検出された 6本柱の建物跡 となる可育旨性が高い。また分布調

査で同列石北140mの 地点か ら検出された住居跡は、壁が確認 されなかった と報告されている

が、炉跡の形態、柱穴の配置 と遺物分布か らの住居跡規模の推察等からF.区の竪穴住居跡 に

類似する点が多 く、黒色土層からの掘 り込みで、地山面に達 しない竪穴住居跡であった可能性

が高いc

建物跡については、第 5次調査の分類基準により、その柱配置を明確にし得たもののみとし

たため、 4棟 に留まったが、重複遺構の保存のため Ⅲd層 まで調査の及んでいないグリッドも

あり、発掘区域外に延びる柱穴や新 しい遺構構築により消失した柱穴等を考慮すると、この数

はさらに増えるものと考えられる。建物跡は 4本柱の建物跡 (I類)と 六角形の柱配置 となる

6本柱の建物跡 (II類 )に 大別できるが、後者は F.区南部に偏在する傾向を示 している。 また、

東部に位置する前者の 4本柱の建物跡は、その長軸方位が磁北あるいはそれに直交する方位で、

第 5次調査 Dl区の218号建物跡、第 6次調査 D2区 の229号建物跡に類似する。

土墳 としたもののうち、長軸が 2mを越 える大型の楕円形プランのものは、F.区北部に偏在

し、長軸方位がいずれ も東西方向である等、他の土墳 と趣 を異にする。

フラスコ状土墳 は、竪穴住居跡 と同様に、1し西側の沢縁辺部寄 りに分布する。南部に位置する

419A、 426号 フラスコ状土援の出土遺物は多 く、それぞれ 6、 10個体の復元可能土器が出土し

ている。

Tピ ットは発掘区中央部か ら 1基が検出されたが、深さ24cmと 非常に浅 く、底面に凹凸があ

る。底面に礫層中の大 きな石が露頭 してお り、途中で構築を断念 したものと考えられる。

縄文土器の約 9割は後期前葉に位置づけられるが、他に早期中葉～前期前葉、後期中～末葉、

晩期初頭～前葉の土器の出土があった。後期前葉の上器は復元された土器も多 く、深鉢、鉢、

浅鉢、壺の他に片口土器、蓋、 ミニチュア土器等、器種・ 器形の特異なものの出土 もあった。

419A、 426号 フラスコ状土援の一括資料は後期土器編年上の貴重な資料 と言える。早期の土器

は、大湯環状列石周辺遺跡、一本杉遺跡、大地平遺跡、猿ケ平Ⅱ遺跡等で、前期初頭～前葉の

土器は柏木森遺跡、上山田遺跡等で数点づつ出土 しているが、今回の調査のように比較的まと

まって出土 したのは、鹿角地方で初めてである。これらの土器は寺ノ沢式から表館式に相当す

るもので、当地域における早～前期の上器の基礎資料 となるもの と考えられる。

E4区 からは糸電文時代のTピ ット1基が検出され、縄文土器片50数点、石器 2点、石製品 1点

の出上があった。 4次の E.区 の調査結果か らも、この周辺は遺構、遺物 とも分布密度の低い地

域 と考えられる。
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第403号 竪穴住居跡

PL l 大湯環状列石全景 。第403号 竪穴住居跡
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第403号 竪穴住居跡

第403号竪穴住居跡土器 出土状況 〉

第405号竪穴住居跡

第403号、405号竪穴住居跡
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第406号、407号、408号、410号 竪穴住居跡

第410号 竪穴住居跡

PL3 第406号、407号、408号、410号竪穴住居跡
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第401号石囲炉 第401号石囲炉断面

第402号石囲炉 第402号石囲炉断面

第403号石囲炉 第403号石囲炉断面

第402号 建物跡 第404号建物跡

石囲炉 、建物跡
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第404号 建物跡 第401号 配石遺構

第402号配石遺構 第402号 配石遺構断面

第409号配石遺構 第412号 配石遺構

第405号焼土遺構

PL5 建物跡、配石遺構 、

一- 128 -

第408号焼土遺構

焼土遺構



第417～ 419号焼土遺構 第425号 丁ピット

4198号 フラスコ状土墳断面 第419A号 、419B号 フラスコ状土境

第425号 フラスコ状土垢 第426号 フラスコ状土塘

第426号 フラスコ状土塘遺物出土状況

PL 6 焼土遺構、

指導委員視察

フラスコ状土墳Tピ ッ ト、
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第401号 土娠 第403号 土墳

第405～ 407号・409号土墳、409号 配石遺構 第414号 土墳

第415号 。416・ 418号 土堀 第430号 土壕

第436号 土墳 第437号 、438号 土壊

PL 7 土  墳 (1)
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第432号 、439号、440号土墳

現等442手計、

第452号 土墳

YV-105グ リッ ド (土偶 )

PL 8 土墳(2k

調査風景

YV-105グ リッド遺物出土状況
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第441号 土壊

第453号 土壕



第401号竪穴住居跡 第401号竪穴住居跡カマ ド

第401号 竪穴住居跡炭化材 第401号竪穴住居跡炭化植物 (カ ヤ )

第402号 竪穴住居跡 第402号 竪穴住居跡カマ ド

第402号竪穴住居跡炭化材 第402号 竪穴住居跡炭化材

(樹種 :ヤ ナギ木口面 )

PL 9 竪穴住居跡 (歴史時代 )
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第404号竪穴住居跡 第409号竪穴住居跡

第42i号 土堀 第421号 土墳

第422号 土葉

1■■
==:■

|■ 1■1■■■,

PL 10 竪穴住居跡、土墳 (歴史時代 )、 E4区
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Fl区 より西方を望む

E4区全影 第302号 Tピ ッ ト



ZX・ ZY-3

YB-4 YF-4

Yl-5 Y」・YK-5

Y畦 。YM-5 E4区基本層序

PL ll 巨4区各 グリッド、基本層序
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Pヒ 12 Fl区調査前・調査終了全景
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PL 13 Fl区 北側調査終了
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P L14 遺構内出土土器 (1)
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P L15 遺構内出土土器(2)
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11

P L16 遺構 内(3X遺構外 出土土器 (l)
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1、 2遺構内、 3～ 14遺構外



P L17 遺構外出土土器 (2)
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P L18 遺構外 出土土器 (3)
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P L20 遺構外 出土土器 (5)
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P L21 遺構外出
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遺構外 出土石器 (2)
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P L23



P L24 遺構外 出土石器 (3)
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P L26 遺構内・ 外出土石製品、歴史時代竪穴住居跡出土土器
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